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現代の社会は、ICT に代表される情報通信技術の急速な進展やグローバル化という大き

な流れの中あります。特に大学においては時代の変化に対応できるよう、教員はもとより

学生自ら自己研鑚に励み、研究を進めていかなければなりません。ますますグローバル化

が進展する 21 世紀において、｢生きる力｣や｢情報活用能力｣などの力を身につけることが重

要となってきています。教員養成を主目的にする本学においても、次世代の教育・保育を

担う学生に十分これらの能力を修得させ、また実践できるよう身に付けさせることが必要

になります。 

地元大阪に目を向けると、色々な国や地域の保護者を持つ子どもたちが年々増加してい

ます。異なる背景や多様な環境を持った全ての子どもたちが、コミュニケーションを通じ

て協力し合いながら新たな価値を生み出していくことが大切になっていくことでしょう。

本学ではそれに対応すべく、特色ある取り組みとして、海外における保育実習・幼稚園教

育実習や地域に根ざしたボランティア活動などを行い、学外に於いて高い実践力を身に付

けることができるよう体系的なカリキュラムを編成しています。 

今日の大学運営は、教育研究活動の中に時代の変化をいち早く取り入れ、如何に対応し

て行くかが重要になってきます。そのためには、それぞれの事業計画段階においても、教

育研究活動の推進においても、教職員の連携と協働がますます重要になってきます。教職

員がさまざまな課題を共通理解し、情報を共有し、今日的な課題解決を図るため「教育研

究活動の現状と課題」をそれぞれの分野から年間を通じて分析し、情報の共有化を図って

います。本学では、教職員が一同に会して「教育研究活動の計画」についての協議会を、

年３回開催しています。教員を中心とする各部会や、職員を中心とする各課から、事業や

行事のついて活発な議論を重ねてまいりました。それらの教育研究活動の具体的な取り組

みを４つの視点からまとめて掲載しています。 

 本書を、ご一読いただき、ご批判を賜りますようお願いいたします。 
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「教育研究活動」の取り組み 

 

 

 この章では本学の教育研究活動、特に校務分掌における各部署の組織的な活動について報告する。 

報告するのは、学長を中心とした「大学経営」、本学専任教員からなる「教務部」「学生部」「研究部」「入試

部」「進路・実習指導部」、学長より委嘱された委員からなる「人権教育推進委員会」、学生の様々な活動を支

援するために教職員で構成された「自己点検」「学生支援」「地域貢献」「現職支援」「課題推進」「図書館運営

委員会」、事務局の「総務課」「教学課」「会計課」の 16 部署である。 

 表には、今年度の目標、その目標達成のための具体的な取り組み、そして 1年間での進捗状況、さらにそれ

に対する各部署の達成度の自己評価、最後に次年度の活動における課題がまとめられている。達成度は「A」「B」

「C」の 3 段階で自己評価しており、それぞれ「目標以上に達成できた」「目標を達成できた」「目標達成に至

らなかった」となっている。また、各部署の活動は必ずしも単年度で終了する活動とは限らず、達成度の評価

が「C」にとどまっている活動もある。なおそのような取り組みについては、次年度以降「A、B」に達するよ

うに次年度も継続して活動することになっている。 

 なお、本学では各部署の年間計画や活動の進行状況について情報を共有し、またその活動の進行状況や結果

等について意見を交換する機会として、「教育研究活動の計画全体報告会」を年 3回実施している。今年度は、

年間計画を報告し合う第 1 回報告会を 5 月 31 日、進行状況の中間発表を行う第 2 回報告会を 11 月 15 日に、

年度を通じての達成状況を報告する第 3回報告会を 3月 7日に開催した。原則として全教職員が出席し、時に

活発な意見交換もしながら、情報の共有と全学的な教育研究活動への意識の醸成が行われた。 



- 4 - 

01．大学経営 

平成 29 年度の目標 
学生確保に重点を置き、学生の主体的な学修を促進するために教育環境の充実を図り、学生に修学の

喜びを身につけさせる。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【学生の満足度向上】 

・建学の精神に基づく教育研究活動を推進し、

学生の満足度を向上させる。 

・少人数クラスの授業 

・学士力向上のための具体的な推進 

・個に応じた進路保障 

・秋期は開講数を増加させ、少人数クラスの

実現に取り組んでいる。 

・学士力向上のための授業の活性化を図る方

策として、研修や公開授業を推進中である。 

・個に応じた進路指導を進めている。 

Ｂ 

②  

【積極的な学生募集】 

・学生募集のために、教職員が一体となって

オープンキャンパス、入試相談会、高校訪

問等を、充実させる。併せて、高大接続や

高大連携の具体的な方策を策定する。 

・オープンキャンパス、入試相談会、高校訪

問等、入試広報室との連携を図りながら進

めてきたが、オープンキャンパスの参加者

数や入学志願者が減少傾向にあり、早急な

対策が必要である。 

Ｃ 

③  

【３ポリシーの充実】 

・国際こども教育学部としての「アドミッシ

ョンポリシー」「カリキュラムポリシー」「デ

ィプロマポリシー」を明確にし、実質化を

図る。 

・３つのポリシーをいろいろな場面で見直し

ているが、具体的な目標を関連付けていく

必要がある。 

Ａ 

④  

【学習評価の信頼性と妥当性】 

・学習評価の信頼度と妥当性を向上させる。  

・学習評価の一貫性 

・授業における指導と評価の一体化 

・客観的で信頼できる評価 

・学習評価のあり方や学習評定の信頼性と妥

当性について、教務部や研究部でより質の

高いものへと改善を図っている。 

・学生にシラバスの内容を周知させるととも

に、シラバスに基づく評価の在り方を再構

築していく必要がある。 

Ｂ 

⑤  

【再課程認定への取組】 

・再課程認定に向けた取り組みを推進する。 

・教員の研究業績と担当授業科目の整合性 

・教職課程のコアカリキュラムの策定 

・教職課程の質の保証・向上 

・教員の研究業績の質的・量的な向上を図る

ための論文執筆を依頼している。 

・再課程認定に向けた教職関係科目のコアカ

リキュラムの策定を進めている。 

Ｂ 

次年度の課題 

 大学の質の向上を図るために、学生の主体的な学修を促進させると共に、学生の満足度を向上させ、

学生確保の安定化に向けた更なる取り組みが必要である。 
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02．教務部 

平成 29 年度の目標 
履修登録と授業への学生満足度を高め、学生が志望する免許・資格の取得を確実に進める。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【履修】 

・学生が計画的に履修できるように、時間割

編成、履修手続き、履修に関する指導など

について見直していく。 

・時間割編成を見直し、開講クラス数を増や

すことにより、多くの学生の履修希望を満

たすことができるようにした。 

・各学年の履修指導をより具体的に履修すべ

き科目が分かるように改善を図っている。 

Ｂ 

② 

【基礎・専門演習】 

・カリキュラムにおける基礎・専門演習の役

割を明確にし、次年度の指導内容・指導計

画を見直していく。 

 

・昨年度の指導計画をもとに、基礎演習の指

導研究を改善した。 

・基礎演習から専門演習に円滑に進めるよう

に、専任教員の研究を紹介する試みを行っ

た。 

Ｂ 

③ 

 

【学外研修】 

・様々な学外での学びが学生の将来の活躍

につながるように、研修プログラムや事

前事後指導の充実を図る。 

・継続して語学留学・保育留学を計画・実行

し、新規の企画・実施も検討する。 

・海外研修は、今年度、保育留学 11名、語学 

留学 5名が参加。より充実した留学を計画・ 

実行するために、海外研修に合わせて教員  

が現地を視察した。 

・海外の小学校への研修も計画されている。 

Ｂ 

④ 

【教育評価】 

・学生一人ひとりの学びを分析的にとらえ、

学生が自らの学習をふりかえる基準となる

ような学習評価を研究していく。 

・過去の成績データをもとに分析を進めてい

きたい。 
Ｃ 

次年度の課題 

学生の履修登録と学習への満足度を高めるようトキガクポータルの充実を中心に、改善を図る。 

卒業論文の質を高めるため、基礎演習・専門演習の学習プログラムをさらに改善する。 
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03．学生部 

平成 29 年度の目標 
課題を持つ学生への支援を、研究室、学生相談室、カウンセラー、保健センター、教務部、教学課と

の連携の中で行う。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【研究室指導】 

・個人面接の充実と記録を整理していく。 

・各年次の実情に応じた指導を進める。 

・新入生アンケートを実施し、学生指導の資

料として活用する。 

 

・各教員が学期開始時・随時に、個人面接を

実施し、個人ファイルに記録している。 

・新入生アンケートを実施し、学生指導の資

料、入試資料として活用された。 

Ａ 

②  

【学生生活】 

・研究室・保健センターや学生相談室との連

携を図り、学生への支援の充実を図る。 

・大学行事（英語スピーチコンテスト、ディ

ベート大会）を実施する。 

・必要に応じて随時、関係部署と連携をして

いる。7 月と１月に関係教職員で学生相談

連絡会を開き、要支援の学生について情報

を共有し、支援の方針を話し合った。 

・英語スピーチコンテスト、ディベート大会

を実施した。 

Ｂ 

③ 

【自治会活動】 

・自治会や自主的な活動への支援や指導のた

めの体制を整備し、指導する。 

・大学祭などの行事を、学生の主体性を生か

し、さらに活性化する。 

・10 月 28 日に「トキガク祭」を開催した。

自治会内の学生の役割分担が整備されてき

た。 

Ａ 

④  

【ボランティア】 

・学生に対して地域ボランティア情報を提供

し、積極的な参加を呼びかける。 
・ボランティア活動に対しての各種補助金の

活用を、積極的に進める。 

・学生に対してボランティア情報を提供し、

積極的な参加を呼びかけた。 
 

Ｂ 

次年度の課題 

 休みがちな学生への支援を関係部署や研究室との連携の中で継続的に行う。 

 学生の自主的活動や行事への積極的な参加を継続的に支援する。 
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04．研究部 

平成 29 年度の目標 
 大学の研究活動の活性化を図り、研究成果を広く発信する。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【研究紀要】 

・投稿論文数の増加を図り、研究紀要を充実

させる。 

 

・昨年とほぼ同数の論文の申し込みを受け付

け、編集・発行の作業を進めた。 

Ｂ 

②  

【授業研究】 

・春期に、参加体験型授業力向上のための研

修を行う。 

・秋期に全教員による公開研究授業を実施し、

FD に資する。 

 

・春期に、参加体験型授業力向上のための研

修を行った。 

・秋期に公開研究授業を行い、後日公開授業

報告研修会を実施した。 

Ａ 

③  

【授業アンケート】 

・アンケート結果の活用についてより教育の

質の向上につながるように改善していく。 

・調査結果を分析し、分析結果を活用してい

く。 

・春期・秋期に授業アンケートを実施し、結

果と各教員による分析・考察の公表を行っ

た。 

Ｂ 

④ 

【キャンパスライフに関するアンケート】 

・アンケート結果を学生の満足度向上につな

がるよう、調査結果を分析し、分析結果を

活用していく。 

・アンケートを実施し、学生に結果を報告し

た。全教職員には、内容についての検討及

び改善点について考察する材料として詳細

な資料を配布した。 

Ｂ 

次年度の課題 

 研究活動の活性化と授業内容の向上を図る。 
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05．入試部 

平成 29 年度の目標 
 効果的な広報を模索しながら、入学志願者の増加を図る。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【入試選考】 

・インターネット出願における円滑な運用を

図る。 

・手続き優遇入試の実施措置を検討する。 

・公募推薦書類選考における評価点を見直 

す。 

 

・インターネット出願は順調に運用できた。 

・手続き優遇入試は問題なく実施できたが、

受験者数確保には課題が残った。 

・評価点の見直しは次年度に継続して行う。 

Ａ 

②  

【ＯＣ】 

・イベント等における３号館の利用を進める。 

・サークルや実践授業の紹介等も含め、学生

ボランティア主体の企画を促す。 

・来場者の動線を考慮した上での環境整備を

図る。 

 

・OCと入試直前相談会では 3号館を活用でき

た。 

・OCにおけるイベントの充実は図る事ができ

たが、学生スタッフについては学生主体の

企画面で苦労した。 

・照明や空調が整備され、環境は良くなった。 

Ａ 

③ 

【学校訪問・高大連携】 

・学校訪問は在学生や卒業生の様子を高校に

知らせ、本学の信頼を高める内容とする。 

・ポータルサイトを活用した学校訪問に関す

る情報共有のあり方を考える。 

・連携校の要望を考慮し、付属園との連携も

視野に入れながら高大連携を推進する。 

 

・学校訪問は、おおむね順調に行われたが、

教員と大学広報との訪問日の重なりが課題

である。 

・ポータルサイトでの情報共有はできなかっ

たが、部内での報告書の回覧は行った。 

・出前授業の要請があり、実施したが連携ま

では至らなかった。 

Ｂ 

④ 

【学生募集・大学広報】 

・ツールを含め教育系を目指している高校生

にダイレクトに届く広報のあり方を模索す

る。 

・教育系に関心のある高校生向けに、志望に

つながるような本学主催の独自イベントの

企画立案を検討する。 

 

・OCでの LINE登録の勧誘や HPのリニューア

ルで高校生にタイムリーに届く広報ツール

は充実してきたが、駅等の広告はあまり成

果が表れず、見直しが必要となった。 

・高校生勧誘のための大学祭での金券配付の

取組みは効果があった。 

Ｃ 

⑤ 

【高大接続】 

・高等学校基礎学力テスト及び大学入学希望 

者学力テストの導入を踏まえ、本学におけ 

る入試選考方法を検討する。 

 

・大学入学希望者学力テストの導入を踏まえ

た本学における入試選考方法は次年度に継

続して検討する 
Ｃ 

次年度の課題 

WEB出願はスムーズに導入できたが志願者はなお減少傾向にあるため、高校生の現状と志願者の動向を

踏まえた効果的な入試広報の構築と入試区分の再考が必要である。 
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06．進路・実習指導部 

平成 29 年度の目標 
学生のより豊かな実践的体験のための、適切な諸実習の実施を図る。 
公立小学校、幼稚園、保育所など進路が確かなものとなるように積極的な指導体制を構築していく。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【実習指導室】 

・保育実習、教育実習及び進路に関わって、

個別面談を実施する。保育実習（Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ）に関して保育実習授業と連携し個別又

は少人数指導を行う。 

 

・春期、秋期と保育実習（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）の事

前・事後指導を個別の課題に応じて実施し

た。３回生は、6 月、12 月に進路支援セン

ターと連携して、教育実習及び将来の進路

を見定める指導を行った。 

Ａ 

② 

【教職教育センター】 

・小学校及び幼稚園、保育所の採用試験に向

けて１回生から取組みを進める。 

・教員養成セミナー、チャレンジテストに向

けて、学生の士気を高め支援していく。 

・各研究室と連携して採用対策講座を進める。 

・教員養成講座は、延べ 33 名（実質 20 名）

合格をした。４回生は、教採合格５名と厳

しい結果であった。公立保・幼は、本年度

13名の合格を得たことは、成果としたい。 

・基礎演習でのキャリア教育は、学生に刺激

となり、将来を展望するものとなった。 

Ｂ 

③ 

【実習】 

・公立保育所を含むより適切な実習先を確保

し、実習先との連携を図りながら就職につ

ながる実習をめざす。２回生の保育実習希

望者数 112名の実習体制確立に努める。 

・２月２８日に実習協議会を実施する。 

・保育実習、教育実習を、手厚く指導を進め

希望者の実習を無事に終えた。保育実習の

日程で施設に迷惑をかけた。今後、海外研

修に行く学生の日程調整に努めていく。 

・「実習の手引」の改定を終えた。 

・実習協議会は、有意義な交流の場となった。 

Ａ 

④ 

【ボランティア】 

・学校園等におけるボランティア等をいっそ

う推進する。現場での体験をより豊かにす

るため、１回生後半から参加を強く勧める。 

・短大付属常磐会幼稚園との連携強化を図る。 

・短大付属幼稚園から、「夏祭り」に学生ボラ

ンティアの要請があり、男女 26名参加。 

・加美地区小学生一泊体験にも、10名参加。

今後も小学校、幼稚園、保育所、施設等へ

のボランティア活動の活性化を図りたい。 

Ｂ 

⑤ 

【進路支援センター】 

・教職教育研究センターと連携して、学生一

人ひとりの想いを大切に、３回生の面談等

の進路指導を進める。 

・就活に対し高い意欲で臨むように、進路ガ

イダンスの時期や内容を見直す。 

・就職フェアーやボランティア活動の参加を

促していく。 

・教員採用試験に向け教採セミナーの充実を

図る。 

・保育士希望の学生が増え、就職につながっ

た。学生の希望を大切にしながら、進路相

談に応じていきたい。 

・教採セミナーは、春期、秋期の受講者が徐々

に減少する結果になった。学生の要望に応

えるように、教採セミナーの充実に努めて

いきたい。小学校、保幼、施設等の学生の

進路が安定としたものになるように努め

る。 

Ｂ 

次年度の課題 

 学生の進路及び実習は、教職員全員の意思一致のもとに取り組む課題である。実習指導室及び教職教

育研究センターから迅速な情報発信を行い大学全体で、取り組むべき課題の共有化を進めていきたい。 
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07．人権教育推進委員会 

平成 29 年度の目標 
 知識の習得だけではなく能動的に行動できるような人権教育のあり方を目指す。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【実践的な教育】 

・人権に対して能動的行動がとれる学生の育

成を目指す教育を取り入れる。 

・平野区人権フェスティバル（12/10）に学生

の参加を促し市民との交流を図る 

・平野区人権フェスティバルが、12月 10日

に（区民センター）で開催された。 

テーマ「LGBT」の理解・啓発 

・常磐会学園大学のボランティアサークルが

企画・運営に協力し、当日も舞台に上がり

役割を果たした。 

Ａ 

②  

【問題対応】 

・万一、人権にかかわる問題が発生したとき

は、運営部会の決定により第三者委員会を

設置し、そこで問題の検討をするという手

順を堅持する。 

 

・当委員会が対応した案件はなかった。 

  

③  

【研修機会】 

3つの係の活動内容 

・研修係：人権関係の情報の収集と講師によ

る講演などにより研修を一層深める。 

 大久保真紀氏（朝日新聞論説委員）の招聘 

  テーマ「未定」 

子どもの人権侵害などの講演 

実施日：平成 30 年 1月 17 日 

    （基礎演習Ⅰ・Ⅱ時） 

・学生指導係：各種の教材により学生への啓

発活動を進める。 

 

 

 

・広報係：印刷物を発行し、広報活動をする。

少なくとも年 1回は「人権ニューズレター」

を発行する。 

 

 

・第 1回 

基礎演習の時間に学生向け研修会 

大久保真紀氏（朝日新聞論説委員）の招聘 

  テーマ「子どもの貧困及び現状」 

子どもの人権侵害などの講演 

実施日：平成 30年 1月 17日 

    （基礎演習Ⅰ・Ⅱ時） 

・第 2回 

教職員人権研修会 

平成 30年 2月７日実施 

講師 弁護士  佐野 久美子氏 

演題 「パワーハラスメント」 

・広報活動として 3 月に「人権ニューズレタ

ー」を発行する。 

 

Ａ 

次年度の課題 

 校務分掌組織図における「人権教育推進委員会」と「ハラスメント防止対策委員会、ハラスメント防

止対策相談員」の職務の明確化及び関係性について検証する必要がある。 
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08．自己点検 

平成 29 年度の目標 
 教職員の組織的な協働を進め、大学の教育力を高める。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

① 

【大学評価】 

・教育研究活動の推進につながる自己点検・

評価を進める。 

・計画的に自己点検・評価を進められた。 Ｂ 

②  

【FD・SD委員会】 

・教職員が協働して大学の教育力を高める 

各教員は学生の能動的学習を育成する取り

組みを行う。 

・組織的な SD研修を行う。 

・授業改善につながる FD研修を行う。 

 

 

・6月の FD研修会に続き、11月には公開授業

を実施した。 

 

・9月に SD研修会を実施した。 

・1月に公開授業報告研修会を実施した。 

 

Ｂ 

次年度の課題 

 教職員の組織的な協働が実現できるよう、工夫した研修を進める。 
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09．学生支援 

平成 29 年度の目標 
関係部署と連携する体制を再確立し、支援が必要な学生に対して適切な支援を行う。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【学生相談室】 

・研究室担当教員、保健センター、事務局な

ど各部署との連携を強化し、情報の共有を

速やかに行い、要支援の学生を全学的にサ

ポートする。 

・昨年に引き続き、カウンセラーと教員の相

談室活動のあり方を検討・整備する。 

・7 月と 1 月に関係教職員で要支援、大学不

適応の学生についての連絡会を行った。 

・昨年から「そらいろ」の開室曜日を変更し、

利用状況を検討した。学生が学生相談室、

そらいろ、保健センターをどのように利用

しているか傾向をつかんだ。 

Ｂ 

② 

【カウンセリングケア】 

・実習、学生生活の必要に応じて、支援が必

要な学生の情報を迅速かつ適切に関係部署

で共有する。 

 

・実習ごとに、学生の配慮について情報を共

有し合い、実習先の選択、必要な支援など

に生かしている。 

Ｂ 

③ 

【保健センター】 

・正しい知識を身につけ、自己の健康状態の

把握や感染症等の予防・対策、生活習慣の

見直し等、学生が卒業後の健康管理へも繋

げられるよう、工夫した保健指導を行う。 

・学生情報を必要に応じて抽出できるよう、

データ化し、個人情報に留意しながら関係

部署と密に連携する。 

 

・掲示物や実習前の配付プリントの他に、ト

キガクポータルのメールを利用し、熱中症

予防等を呼びかけた。学生からの反応があ

り、今後も続ける。 

・学生情報のデータ化は進めているが、抽出

できるまでは至らず。関係部署との連携は、

様々な部署の協力もあり、概ねできた。 

Ｂ 

次年度の課題 

 相談件数と相談量の増加を見据え、学生支援の窓口・相談・支援が、的確な部署で円滑に行われるよ

うに各部署の相談・支援業務の人的・物的な検討や整備をする。具体的には、「そらいろ」の開室日・時

間の検討、学生支援についての学生の認識度を高める等である。 

 学生相談室にかかる部署で必要な危機管理マニュアルを作成する。 
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10．地域貢献 

平成 29 年度の目標 
 平野区をはじめとして、大阪市、八尾市、松原市との地域提携をより充実させ、地域における大学の

役割を果たす。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【地域貢献 Project】 

・平野区をはじめ、大阪市、八尾市、松原市

との地域協定の強化を図る。 
・平野区との地域貢献プロジェクトの会合を

もち、平野区との地域協定に基づく各種の

取り組みに参加する。 
・喜連村史の会と連携した授業「喜連村フィ

ールドワーク」の充実 
・「子育て支援事業」「子どもフェスタ」「健康

まつり」等に教員・学生を参加させる。 

(平野ミュージックステーション) 

 

 

 

 

・平野区学力サポート事業に学生を参加させ、

子ども共に学ぶ場とする。 
（第 3 回子ども英語スピーチコンテスト） 

・６月～11 月西成区英語コミュニケーション

事業の子ども英語への取り組み方、教材等

選出に協力した。 

・6/28 平野区との地域協定に基づく会議を開

き、各種の取り組みについて確認した。 

・10/7 授業でのフィールドワークや幼稚園と

の交流をもとに喜連村史の会 115 回例会で

発表した。 

・10/14 健康フェスタに教員・学生 5 名が参

加した。 

・11/25 平野区第 3 回子ども英語スピーチコ

ンテストの開催において、教員による監修、

学生（卒業生を含む）10 名が参加サポート

した。12 月クリスマスイベント平野ミュー

ジックステーションに参加した。 
・学力サポート事業に 3 年次生 5 名、4 年次

生 4名が参加している。 

 

Ａ 

② 

【こどもセンター】 

・子どもの遊び環境を整える 

（おもちゃ作り、クローバーを植える） 

 

・こどもセンターを授業で利用することが定

着してきた。 

Ｂ 

③ 

【教育センター】 

・公開講座を開講し地域住民の生涯学習に貢

献する。 

・地域住民のニーズに応える講座を開講する。 

 

・春期に 11講座、秋期に 11講座を開設した。 

 

Ｂ 

次年度の課題 

 地域貢献の質、量ともに増え、地域からの期待が膨らんできている。本学の教員、本学の学生共に、

将来の地域に密着した貢献につがることを検討しながら進めていきたい。 
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11．現職支援 

平成 29 年度の目標 
常磐会短期大学及び本学を卒業した現職はもとより、現場で勤務する教職員等の支援をする。 

現職等の方々が、「常磐会で学んでよかった」と思える充実した研修内容に努めていく。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【現職教育】 

・地域を中心に、現職の教員がどういう研修

や支援を必要としているかを把握し、内容

の検討を行う。 

 

・平野区の校長会等において、教育実習やボ

ランティア活動の依頼と共に現職教育支援

の要望について尋ねた。英語教育等におい

て、ニーズがあることを認識し、区役所と

NPOとの連携した活動を支援できた。 

Ｂ 

② 

【幼稚園上級免許講習】 

・７月 31 日より８月 25 日まで、幼稚園教諭

18 人、保育士 22 人（保育士特例講習会）

計 40名及び本学の学生若干名で進める。 

・「参加して学びになった」と思える研修会に

していきたい。 

 

・７月 31 日より８月 25 日まで、幼稚園教諭

18 人、保育士 20 人（保育士特例講習会）

計 38 名及び本学の学生 18 名で進めること

ができた。 

・多くの参加者から、「参加して学びになった」

という声が届いている。 

Ｂ 

③ 

【免許更新】 

・受講者の満足度を高めながら講習会の円滑な

運営をおこなう。 

 

・本年度は、200 名規模（昨年度 100 名）で

実施した。それでも、受講できない人が多

数出る状況であった。短期大学との連携の

もと、円滑に進めることができた。 

Ａ 

次年度の課題 

 上級免許講習は、より充実した活動を目指す。免許更新は、要望が多くあり、短期大学と連携のもと、

受講者の要望に応える内容にしていく。区役所と連携した NPOの活動の支援を進める。 
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12．課題推進 

平成 29 年度の目標 
 各課題の検討や推進を通して、大学の運営・経営の健全化を進める。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【将来計画】 

・将来の大学のあり方を見据えた再課程認定

の計画を進める。 

・本学に必要な部署、組織について検討する。 

 

・本学の現状を見据えながら、再課程認定の

作業を進めつつある。 

・私立大学等改革総合支援事業のアンケート

調査時に、高得点を取るために必要な手立

てや部署等について検討した。 

Ｂ 

②  

【教養教育】 

・教養教育の充実を図るため、科目の検討を

進める。 

 

・再課程認定に合わせて教養教育の見直しを

進めた。そのうえで、下記のリメディアル

教育との関連も検討した。 

Ｂ 

③  

【リメディアル】 

・現在行われているリメディアル教育の内容

について、課題点などを洗い出し、見直し

を図る。 

 

・一部科目の取り組みがリメディアル教育内

容に近いものがあるが、今後より深化、充

実したものとする必要がある。 

・リメディアル教育を見据えた授業（チャレ

ンジ講座）が計画された。 

Ｂ 

④  

【学生募集】 

・定員確保につながる、学生募集のあり方を

検討、推進する。 

・ますます進む少子化と、地元志向になりつ

つある受験に対応した試験及び実施方法を

模索、検討する。 

 

 

・指定校推薦における志願者が大幅に減少し

てしまった。 

・公募Ｃの代わりに手続き優遇入試（Ａ・Ｂ）

を導入したがＢ日程における思惑が外れ、

志願者確保にはつながらなかった。 

Ｃ 

次年度の課題 

 取り上げる各課題の検討と各課題の関連について吟味する必要がある。 

学生募集はさらに検討を深める必要がある。 
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13．総務課 

平成 29 年度の目標 
施設の更なる美化をすすめる 
調査書等の作成報告の共有化 
機器備品の対応表を整備する 
光熱水費の見える化 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【施設・設備】 

・施設の更なる美化を目指し（特に廊下・階

段・トイレ）、教室の備品等の配置にも統一

感をもたせ、学生自らが美化活動に目覚め、

取り組めるような施設を目標とする。 

・エントランスと学生ホールの照明を LED に

変更し、明るく清潔感のある空間にした。 

・ゴミの多いエリアを中心に美化意識を高め

る掲示を検討した。 

・エントランスと学生ホールの自動ドア 7 ヵ

所を更新した。 

Ｂ 

②  

【事務処理】 

・各種調査書等の取りまとめ窓口業務は現在

1 人で行っている。各課、各教員との協力

体制を維持しながら、総務課のだれでもが

作成報告等ができるような仕組みを模索す

る。 

 

・今年度、作成段階を分業にした。徐々に担

当部分を変更していき、最終的にはだれで

もが作成報告できるような仕組みを目指し

ていく。 

Ｂ 

③  

【機材整備】 

・機器備品等が円滑に操作できるように、現

在の備え付けマニュアルに加えて、困った

時に解決できる対応表（Ｑ＆Ａ）を整備し

ていく。 

 

・音量には標準値を設定し目印を貼った、機

器やマイク等に注意事項をテプラーで貼る

などして、使いやすくなるようにした。 

 

Ｃ 

④  

【省エネ】 

・光熱水費を昨年対比で掲示等を行い、節減

意識を高める。 

 

 

・電気、空調（ガス）、水道で昨年対比表を作

成掲示して、教職員や学生の意識向上に努

めた。 

Ｂ 

参

考 

 

 8月 9月 10月 11月 12月 1月   H28使用量 H29使用量 前年比 

電

気 
4%↘ 3%↘ 1%↘ 1%↘ 4%↗ 1%↗ 

 
電気(kwh) 278,420 297,018 7%↗ 

空

調 
9%↗ 17%↗ 33%↘ 86%↘ 95%↗ 39%↗ 

 空調

(m3) 
34,257 37,919 11%↗ 

水

道 
4%↘ 30%↘ 15%↘ 16%↘ 14%↘ 6%↘ 

 水道

(m3) 
2,499 2,011 20%↘ 

 

次年度の課題 

施設の更なる美化をすすめる（1 号館 2 号館トイレの見直し） 
調査書等の作成報告の共有化 
機器備品の対応表を整備する 
2号館空調更新工事、屋上防水工事  
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14．教学課 

平成 29 年度の目標 
教務部・学生部と連携し、学生が主体的な行動をとれるようにサポートする。 

前年度を踏まえトキガクポータルにおいて学生・教職員が円滑に利用できるように進め、利便性を高めるこ

とで学生満足度の向上につなげる。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【教務部との連携】 

・免許・資格・卒業等の履修について教務部と

連携し、迅速に対応できるようにする。 

・履修登録で混乱が生じないように進める。 

・明確さ迅速さがなかったため、連携を見直す

必要がある。 

・履修登録が定着したこと、抽選漏れを抑えた

ことで秋期については混乱が少なかった。 

Ｂ 

②  

【学生対応】 

・窓口対応で学生に対して温度差が生じないよ

うに学生情報の共有及びサポート指導に努め

る。 

･ 学生が主体的な行動をとれるようサポートす

る。 

・支援等を要する学生への対応方法について、

教職員及び保健センター・学生部（学生相談

室）と情報を共有し対応方法及び協力体制を

整える。 

 

・温度差がないように一律に対応した。必要と

思われたときには柔軟な対応もした。 

・物事に対して、学生が自ら次の行動を取れる

ような対応をするように心がけたが、学生に

伝わらない場合もあった。 

・学生対応の統一を図るため、マニュアル作成

を引き続き検討していく。 

Ｂ 

③  

【学生部との連携】 

・学生部と連携し大学生としての自覚ある行動

をとれるよう協力体制を図る。 
・自治会・学生の自主的な活動や行事等の活性

化への支援を行う。 

・言葉づかいや振る舞いに難のある学生が目立

つので、より一層の協力体制の必要性を感じ

る。 

・大学祭の動きを見ると、昨年よりも自主的に

活動できているように感じるが、サポートの

必要性は増した。 

Ｂ 

④  

【学生確保】 

・学生募集に関し入試部・入試広報室と連携し、

定員確保に努める。 

・定員確保のため、本学の新たな PR内容や情報

周知方法（学校訪問・DM 等）の検討及び対応

策を考える。 

・オープンキャンパスの充実に努める。 

・昨年度より厳しい状況にある。本学に興味を

持った高校生を取りこぼしがないようにする

方法を検討し残りの入試で定員確保したい。 

・研究室方式・少人数制の魅力が薄れてきたた

め、新たな PRを次年度に向けて検討する。 

・プログラム内容は多く充実していた。内容の

質を向上できるように取り組みを継続する。 

Ｂ 

⑤  

【トキガクポータル】 

・トキガクポータルの活用を促す。 

・トキガクポータルを活用し情報周知を徹底す

る。 

・導入して 1 年が経過し、学生にも浸透してき

ている。教員もトキガクポータルを積極的に

利用されつつある。 

・情報周知は、トキガクポータルで進めること

ができた。 

・基幹システムで、確立できていない部分が絶

えず出てきているため、プログラム修正が必

要なことを蓄積し次年度に向けて進んでい

る。 

Ｂ 

次年度の課題 

引き続き教務部・学生部と連携し、学生が主体的な行動をとれるようにサポートする。 

進路・実習指導部と連携し学内及び実習先等での学生のマナー向上を促す。 

入試部と連携し、入学者定員確保に取り組む。 

トキガクポータルのプログラムのカスタマイズに着手したい。 
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15．会計課 

平成 29 年度の目標 
 ホームページにて公開している財務情報をさらに充実させ、一般の方により分かりやすい情報を提供

できるよう工夫する。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【財務情報】 

・ホームページで公開している財務情報をよ

り分かりやすくするために、図や表を活用

し、内容の充実を図る。 

 

・グラフや推移表、勘定科目の説明を追加し

た。 

・計算書類等の資料を直近 1 年分だけでなく

過年度も確認できるようにした。 

Ｂ 

②  

 

【事務手続】 

・学費や各種費用の納入期間、および書類提

出期日の周知を図り、期限厳守を徹底する。 

 

・納入期間が確定した時点で掲示やポータル

サイトで学生へ周知し、期限を守れなかっ

た学生に対しては、その都度指導し、注意

を促した。 

・学費納入延期の手続きの際に延納期日を記

載した控えを渡し、延納期日の約 1 ヵ月前

には掲示やメールをした。 

・これまでの取り組みの効果もあり、ほとん

どの学生は期限を守れている。しかし、ま

だ徹底できていないため次年度も引き続き

改善方法を検討し、実施する。 

Ｃ 

③  

【合理化・効率化】 

・計算書類（決算書）のうち、会計システム

と連動していない基本金明細表を、会計シ

ステムから出力できるよう設定し、一連の

決算業務をシステム化することで、業務の

合理化・効率化を図る。 

 

 

・基本金明細表を会計システムより出力でき

るよう設定した。今年度の決算より計算書

類（決算書）を全てシステムより出力する

ことが可能となった。 

Ｂ 

次年度の課題 

 日常業務において、振替伝票や補助簿を会計システムからの出力に移行する等、事務処理方法の見直

しを行い、業務の効率化を図る。 
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16．図書館運営委員会 

平成 29 年度の目標 
総合目録データベース（NACSIS-CAT）への登録を、早急に進める。 

特色ある図書館を目指す。 

利用者サービスを充実し、親しみやすい図書館をつくる。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【データベース化】 

・遡及対象図書の国立情報学研究所の総合目

録データベース（NACSIS-CAT）への登録

を早急に進める。 

 

・順次遡及入力を進めており、61%完了してい

る。 
Ｂ 

②  

【図書資料の収集・整備】 

・学生・教職員の研究に必要な図書資料の収

集・整備を図る。 

 

・教員選書会・学生選書ツアーで多岐にわた

った図書資料が収集できた。 

・教職関係・心理学関係・資格関連図書を中

心に収集した。 

Ｂ 

③  

【特色ある図書館】 

・絵本・児童書他こども教育関連図書の充実・

整備を図り、特色ある図書館を目指す。 

 

 

・絵本・児童書を中心に年間 600 冊程度収集

予定だったが、500冊にとどまった。 
Ｂ 

④  

【利用サービス】 

・利用者サービスを充実し、利用者の増加や

学生の満足度向上に向けて努力する。 

 

 
・図書館 HP の内容を充実させる。 

・卒業生の利用（貸出）の促進を図る。 

 

・学生の希望図書を購入した。 

・実習前には、実習に必要な図書や雑誌をカ

ウンター前に配置し、利用しやすくした。 

・HPのレイアウトを一部変更した。 

・卒業生には HPで知らせているが、卒業時に

利用案内が徹底できていない。 

Ａ 

⑤  

【主催行事】 

・図書館主催の行事（絵本の読み聞かせ会・

絵本の展示会・選書ツアー等）を開催する。 

 

・学生選書ツアーを 9月 19日に実施し、学生

5名教員 2名が参加した。 

・絵本読み聞かせコンテストを 11 月 29 日に

実施した。大学生 5 名がエントリーし、優

勝した。 

Ａ 

⑥  

【関連規程の見直し】 

・図書館関連規程の見直しを進める。 
 

・図書館関連規程を見直し中である。 
Ｂ 

次年度の課題 

特色ある図書館を目指し、児童書・絵本を充実させる。 

利用者サービスの充実を図り、利用者の増加や学生満足度の向上に向けて努力する。 

電動書架にある利用率の高い図書資料を開架書架へ配置換えを行う。 

地域への開放を考えていく。 
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Ⅱ 教員の研究分野・内容・実績 
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「教員の研究分野・内容・実績」について 

 

 

 この章では本学の全専任教員の研究分野、研究内容を紹介し、本年度の教育研究活動の実績を教員ごとに表

にまとめている。 

 

昨年度より本学 HP における情報公開の形に合わせ、全専任教員の学位を記載している。 

 

また、教育活動については、授業担当教科に合わせて、その他の活動として本学の教育センターの公開講座

などについても記載している。なお、記載した授業担当教科以外にも、1 年次生・2 年次生のいずれかの担当

となり、基礎学力の向上や論文執筆の基礎、キャリア教育などを行う「基礎演習 I」「基礎演習 II」という授

業も行っている。更に 3年次生、4年次生の担当となり卒業論文執筆の指導に当たる「専門演習 I」「専門演習

II」の担当もしている。 

 

研究活動については、専攻分野、所属学会、研究課題と研究キーワード等を記載し、その教員の研究分野が

分かるようになっている。また、本年度の研究業績については、本年度に行ったものから代表的な研究活動の

みを記載している。更に、教育活動と研究活動以外に社会に貢献するような活動を行っている教員はそれを記

載している。 
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職名 教授 氏名 Ａｌｅｘ．Ｍ．林 (ｱﾚｯｸｽ.ｴﾑ.ﾊﾔｼ) 学位 修士（文化学） 

校務分掌 研究部(授業研究)、学生支援(海外研修)、入試問題作成委員、地域貢献 

教育活動 

担当授業科目 
英語Ⅲ、英語Ⅳ、リスニング・フォー・コミュニケーション、英語学演習、欧米の子ども文化 

幼児英語 A、幼児英語教材研究、幼児英語実践論、中学英語、総合演習教職Ⅱ 

その他の活動 
地域密着型情報発信 FM放送 DJパーソナリティ、大阪市英語授業サポート 

平野区学力サポート事業（小学生のための英語スピーチコンテスト）監修 

研究活動 

専攻分野 

日米文化比較（言語・文化） 

バイリンガル教育 

プレゼンテーション（言語） 

 

所属学会 
大学英語教育学会、国際ビジネスコミュニケーション学会 

日本英語音声学会、日本キャリア教育学会、日本英語授業研究学会 

研究課題 英語プレゼンテーション、英語ティーチング・メソッド、英語教材 

研究キーワード 
プレゼンテーション、イングリッシュ・スピーチ、バイリンガリズム、キッズイングリッシュ、 

クロスカルチャー 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

Let’s Cross Culture!  

For Listening, Speaking, Reading, Writing 

(第 4版改訂)  

単 平成 29年 8月 朝日カルチャー出版 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

第 11回東京大学 ESS杯争奪英語弁論大会 共 平成 29年 1月 東京大学本郷キャンパス安田講堂 

英語スピーチ、プレゼンテーション 単 平成 29年 2月 大阪市立南高校英語科講演会 

English Presentation & Globalism 単 平成 29年 6月 大阪府立花園高校国際教養科講演 

第 3回平野区子供英語スピーチコンテスト 

～「日米文化の違い」 

共 平成 29年 11月 大阪市平野区役所 

第 12回東京大学 ESS杯争奪英語弁論大会 共 平成 30年 2月 東京大学本郷キャンパス安田講堂 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・全日本社会人・学生英語弁論大会審査委員・全日本高校生英語弁論大会審査委員 

・大阪市平野区子ども英語スピーチコンテスト監修・審査委員 

・大阪市西成区英語サポート事業選定委員 

・FM OSAKA 地域密着型 FM放送 DJパーソナリティ・国際ビジネスコミュニケーション学会(元支部長) 

・大学英語教育学会(元社員) 
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職名 准教授 氏名 植原 和彦（ウエハラ カズヒコ） 学位 学士（経済学） 

校務分掌 教務部 図書館運営委員会 1年担当 

教育活動 

担当授業科目 
「学校経営と学校図書館」「学習指導と学校図書館」「学校図書館のメディアの構成」「教育原理」 

「プログラミング論」「生涯学習論」「総合的な学習の時間の分析」「わたしたちの人権」 

その他の活動   

研究活動 

専攻分野 生涯学習論・学校図書館  

所属学会 学校図書館学会 関西教育学会 

研究課題 幼稚園、小学校、中学校の連続性について、学校図書館の活用とアクティブラーニング 

研究キーワード 学校図書館  主体的な学び  適応指導教室  幼児教育振興アクションプラン 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

教員の道標１（改訂） 共 平成 30年３月 大阪教育図書 

保育士試験の要点 共 平成 30年２月 大阪教育図書 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

新幼稚園教育要領と保育所保育指針  単 平成 30年１月 すこやか認定こども園 

学校図書館を活用した主体的・対話的な深まりの

ある学習を進めていくための一考察 

― 特色ある学校づくりのための学校図書館の活

用についてー 

 単 平成 29年 8月 学校図書館研究会 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

これからの公立幼稚園の在り方や資質の向上にむけて  単 平成 29年 1月 すこやか認定こども園 

教育施設と指定管理者制度について  単 平成 30年２月 岸和田市公園緑化協会 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・岸和田市公園緑化協会監事 

・岸和田市競輪場周辺まちづくり協議会委員 

・大阪健康ほいく専門学校 非常勤講師   

・大阪芸術大学認定教員 

・すこやか認定こども園第三者委員会 委員 

・大相撲岸和田場所実行委員会 監事 
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職名 助教 氏名 大隅 敏明（オオスミ トシアキ） 学位 修士（情報学） 

校務分掌 入試部 ＩＣＴ委員会 学士力向上プロジェクト 

教育活動 

担当授業科目 

情報基礎演習Ⅰ 情報基礎演習Ⅱ 総合演習教職Ⅰ 

プレゼンテーション概論 プレゼンテーション演習 ウェブデザイン演習 

プレゼンテーション基礎演習Ⅰ プレゼンテーション基礎演習Ⅱ 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 情報教育  

所属学会 情報文化学会、教育システム情報学会 

研究課題 学校教育におけるプログラミング教育の在り方の考察 

研究キーワード 教育のデザイン、科目デザイン、大学教育、支援システム 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 ・常磐会学園教育センター公開講座講師 
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職名 准教授 氏名 大森 彰（オオモリ アキラ） 学位 社会学士 

校務分掌 
運営部会、進路・実習指導部長、実習指導室長、進路支援センター運営委員会副センター長、 

免許更新講習運営委員会   

教育活動 

担当授業科目 

総合演習教職Ⅱ、教育実習事前事後指導、幼児理解、教育課程総論 A、カウンセリング実務論、多文化

共生概論 

 

その他の活動 
 

 

研究活動 

専攻分野 教師教育学  

所属学会 日本教師教育学会、日本教育社会学会、日本交流分析協会 

研究課題 人権教育を基板に据えた授業研究・集団づくり 

研究キーワード 生徒指導、授業研究、コミュニケーション力、人権 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

教員採用試験のための論作文と面接・模擬授業 共 平成 30年 2月 大阪教育図書 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

社会に開かれた教育課程についての一考察 

～「地域とともにある学校づくり」～ 

単 平成 30年 3月 常磐会学園大学研究紀要第 18号 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・社会福祉法人「風媒花」評議員（平成２５年より年間を通して） 

・平野区喜連幼稚園地域連携活動 

・松原市立天美小学校研修会講演 

・平野区喜連史の会連携活動 
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職名 准教授 氏名 岡（宮薗）美佳（おか（みやぞの）みか） 学位 博士（文学） 

学務分掌 研究部、図書館運営委員会、実習指導室、ハラスメント防止対策相談員 

教育活動 

担当授業科目 

国語科教育法（書写を含む）、小学国語（書写を含む）、コミュニケーション基礎、言語表現法、読書と

豊かな人間性、基礎演習Ⅰ、専門演習Ⅰ・Ⅱ、教職特別講座Ⅲ（分担）、総合演習教職Ⅱ（分担）、保育

実践演習Ⅰ・Ⅱ（分担） 

その他の活動 免許更新講習（言語表現）、絵本読み聞かせコンテスト審査員 

研究活動  

専攻分野 日本近代文学、国語教育  

所属学会 
日本近代文学会、日本近代文学会関西支部、日本文芸学会、阪神近代文学会、日本キリスト教文学会、

日本キリスト教文学会関西支部、日本国語教育学会、日本保育者養成教育学会 

研究課題 夏目漱石をはじめとする日本近代文学 近代文学における教師像、近代における「小説」制度の生成 

研究キーワード 近代文学、夏目漱石、文化表象 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

『夏目漱石事典』 共 平成 29年 5月 翰林書房 

担当箇所「薔薇」「半襟」「果物」「金剛石」 

『田辺聖子文学事典 ゆめいろ万華鏡』 共 平成 29年 10月 和泉書院 担当箇所「あんたが大将」「恋

捨て人」「死なないで」「忠女ハチ公」「泣

き上戸の天女」「波の上の自転車」「日本

常民パーティ事情」「開き直り」「ブス愚

痴録」「よごれ猫」 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

「保育実習（保育所）Ⅰの学生の実態を踏まえた

保育実践演習の授業展開─「保育実践演習Ⅰ・Ⅱ」

の在り方を探る─」 

共 平成 30年３月

発行予定 

「研究紀要」（常磐会学園大学）第 18号 

平成 30年３月発行予定 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

「小説が断念される「場」─夏目漱石「一夜」─」 

《特集》一○一年目の漱石─なぜ読まれてきたの

か〔第二企画（パネル）漱石研究の現在─未成の

出発期と〈小説〉への問い〕 

単 平成 29年５月 日本近代文学会 2017年度春季大会 於 

東京外国語大学  

「子育て支援センターにおける学びと、親子への

まなざしの育成─「保育実践演習Ⅰ」における保

育者養成の取り組み─」 

共 平成 30年３月 日本保育者養成教育学会 第２回研究大

会 於 共立女子大学 

社会貢献活動等 

活動内容等 ・日本キリスト教文学会関西支部会運営委員 
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職名 専任講師 氏名 笠川 武史（カサガワ タケシ） 学位  修士（芸術学） 

校務分掌 
年次指導、学生部(学生指導)、入試部(高大連携推進委員会)、進路・実習指導部(幼稚園上級免

許講習) 

教育活動 

担当授業科目 
図画工作科教育法、総合演習教職Ⅱ、保育表現指導、総合表現演習ⅡA・ⅠB、教育実習事前・事後指導、

保育実践演習Ⅱ、こども学、保育内容(表現Ⅱ)、教職実践演習、交流教育の指導 

その他の活動 教育センター前期公開講座 「やさしい日本画」講師 

研究活動 

専攻分野 
芸術学(日本画)、 

図画工作・造形表現 

 

所属学会 
社団法人 日展(会友)、全国大学造形美術教育教員養成協議会、 

全国保育士養成協議会、日本保育者養成教育学会 

研究課題 日本画、保育・教職の現場で活用できる造形表現力と指導力の向上 

研究キーワード 日本画、岩絵の具、技法、表現、感性 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

なし    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

「保育実践演習Ⅱ」に関する一考察 

－保育者としての表現力の向上を目指して－ 

 共 平成 30年 3月 研究紀要 第 18号 常磐会学園大学 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

第 1回新日春展に出品 単 平成 29年 4月 新日春会 

全関西美術展に招待出品 単 平成 29年 7月 大阪市立美術館 

「総合表現演習」科目における実践報告(5) 共 平成 30年 3月 日本保育者養成教育学会第 2回研究大会 

学生の発表活動における相互評価の視点につ

いて－「総合表現演習」の指導計画発表の事

例より－ 

共 平成 30年 3月 日本保育者養成教育学会第 2回研究大会 

保育実践演習科目における「舞台制作発表」

の実践報告 

共 平成 30年 3月 日本保育者養成教育学会第 2回研究大会 

社会貢献活動等 

活動内容等 
・京都日本画家協会会員 

・泉佐野市民展日本画の部 審査員 
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職名 教授 氏名 加藤 達雄（カトウ タツオ） 学位 修士（教育学） 

校務分掌 
学生部、学内将来構想検討委員会、大学評価委員会、ＦＤ委員会、免許更新講習、学生相談室、地域貢

献プロジェクト、保健センター、乳幼児教育研究会、ハラスメント防止対策委員会 

教育活動 

担当授業科目 

体育科教育法、保育内容（健康）、ウエルネスの科学、総合表現演習Ⅰa・Ⅰb・Ⅱａ・Ⅱb、総合演習教

職Ⅰ 

免許更新講習会：保育内容領域(体育領域) 

その他の活動 教育センター：キッズ運動教室、シニア運動教室 

研究活動 

専攻分野 健康・スポーツ科学  

所属学会 
日本体育学会、日本体力医学会、日本バイオメカニクス学会、日本ウォーキング学会、保育者養成教育

学会、日本テニス学会、日本トレーニング学会 

研究課題 運動あそびの習熟、幼児・児童・青年の体力・健康観、性教育 

研究キーワード 運動学、バイオメカニクス、健康 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

コンパクト版保育内容シリーズ１ 健康 共 平成 30年 3月 一藝社 

現代保育論 共 平成 30年 3月 一藝社 

保育の内容と方法 共 平成 30年 3月 一藝社 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

小学校体育科の好き・嫌い ―小学校教員免許を

希望する学生から― 

単 平成 29年 3月 常磐会学園大学紀要 17号 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

保育実践演習における「舞台制作発表」の実践報

告 

共 平成 30年 3月 保育者養成教育学会第 2回研究大会 

「総合表現演習」科目における実践報告（5） 共 平成 30年 3月 保育者養成教育学会第 2回研究大会 

学生の発表活動における相互評価の視点について 

-「総合表現演習」の指導計画発表の事例より- 

共 平成 30年 3月 保育者養成教育学会第 2回研究大会 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・常磐会学園教育センター公開講座講師 
・大阪市平野区健康まつり実行委員会委員・監事 
・香芝市まちづくり提案活動支援事業審査委員・副会長 
・認定こども園常磐会短期大学付属常磐会幼稚園 おやどりの日「親子で体を動かして遊ぼう」講師 
・大阪市平野区コミュニティ育成事業者選定委員会委員・会長 
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職名 専任講師 氏名 坂口 静子(サカグチ シズコ) 学位 学士 (教育学) 

校務分掌 
教務部  実習指導室   常磐会学園大学だより  進路支援センター運営委員  

免許更新講習運営委員会  常磐会学園乳幼児研究部会    

教育活動 

担当授業科目 

幼児教育課程論、保育方法論、上級免許状取得科目(保育方法論)、免許更新講習科目(保育の方法) 

保育実習指導Ⅱ、保育実習Ⅱ、保育実践演習Ⅰ 

教育実習、幼稚園教育実習事前事後指導、教職実践演習Ⅲ、 

その他の活動 実習指導室業務  実習の手引き作成業務 

研究活動 

専攻分野 子ども学（子ども環境学）  

所属学会 日本心理学会  日本保育学会  日本保育者養成教育学会 

研究課題 認定子ども園が本格化する現状の中、よりよい保育者としての質とはどうあるべきかを研究する。 

研究キーワード 保幼小連携  地域連携  預かり保育  子育て支援 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

保育実習(保育所)Ⅰの学生の実態を踏まえた 

保育実践演習の授業展開 

～「保育実践演習Ⅰ・Ⅱ」の在り方を探る～ 

共 2018年 3月 常磐会学園大学研究紀要第 18号 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

子育て支援センターにおける学びと 

親子へのまなざしの育成 

～「保育実践演習Ⅰ」における保育者養成の取組～ 

共 2018年 3月 
日本保育者養成教育学会 

第 2回研究大会 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・大阪市立中野中学校講師 

・大阪市平野区喜連史の会連携活動 

・大阪市平野区喜連幼稚園地域連携活動 
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職名 准教授 氏名 阪本博壽（サカモト ヒロヒサ） 学位 社会福祉士（社会福祉学） 

校務分掌 学生部、実習支援室、人権教育推進委員会、地域貢献委員会、高大連携推進委員会 

教育活動 

担当授業科目 

社会的養護  社会的養護内容  社会福祉 介護体験実習 

保育実習指導Ⅰ  保育実習指導Ⅲ  保育実習Ⅰ  保育実習Ⅲ 

 

その他の活動 
保育実習の手引き（保育所・施設）改定 

 

研究活動 

専攻分野 子ども家庭福祉  

所属学会 日本子ども家庭福祉学会 

研究課題 社会的養護の子育てと自立及び人権擁護 

研究キーワード 社会的子育て  自立  第三者評価  苦情解決 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

社会的養護の場の育ちについて  単 2008.2 常磐会学園大学紀要 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・福祉サービス第 3者評価センター評価調査者 

・社会福祉法人「和泉乳児院」監事 

・平野区人権啓発推進事業選定委員会選定委員 
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職名 教授 氏名 佐谷 力（サタニ ツトム） 学位 経済学士 

校務分掌 
運営部会  研究部長  ＦＤ委員会  学生相談室  学園だより 将来構想検討委員会            

海外研修  

教育活動 

担当授業科目 私たちと人権  学校教育相談  生徒・進路指導論  

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 教育学  

所属学会 日本学校教育相談学会 

研究課題 カウンセリングの考え方を生かした教育実践 

研究キーワード カウンセリング 信頼関係づくり 教育相談 生徒指導 人権  

著書   

書名 単/共 発行年月 発行所 

教員採用試験のための論作文・面接・模擬授業  共著 平成 30年２月 大阪教育図書 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

アクティブラーニングを考える 単独 平成 29年３月 日本学校教育相談学会大阪支部 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・大阪府教員 10年経験者研修 大阪府教員小学校・中学校・高等学校・支援学校初任者研修 

大阪府教員高等学校インターミディエイト研修 

・市町村教員研修（堺市、東大阪市、枚方市、寝屋川市、八尾市、茨木市、豊中市、他） 

・学校 PTA講演会（八尾市、大阪市私立幼稚園、常翔学園中高、堀溝小、安中小、鶴見幼） 

・校内教員研修（帝塚山学院中高、阿倍野高、美原高、西寝屋川高、亀井中校区、寝屋川７中、 

吹田６小、郡小、葦原小、岸部２小、安中小、柏原東小、緑ヶ丘小、白鳩幼、他） 

・その他（大阪府私立幼稚園連盟、私学初任者研修、兵庫県専修各種学校連合会、讀賣新聞、 

泉北小中生徒指導、精華町就学前研修） 
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職名 教授 氏名 荘司 泰弘（ショウジ ヤスヒロ） 学位 教育学博士 

校務分掌 
こどもセンター運営委員会  地域貢献プロジェクト  ２年次指導  図書館運営委員会   

進路・実習指導部  実習指導室  海外研修  

教育活動 

担当授業科目 
保育内容（環境）  保育内容総論  保育実習指導Ⅰ  保育実習Ⅰ  保育内容（人間関係） 

絵本の指導 

その他の活動 
日本ペスタロッチー・フレーベル学会理事  日本自然保育学会理事   

日本保育学会、日本乳幼児教育学会論文査読委員 

研究活動 

専攻分野 幼児教育学  

所属学会 
日本ペスタロッチー・フレーベル学会  日本自然保育学会  日本保育学会 

日本乳幼児教育学会 

研究課題 フレーベルの教育遊具 

研究キーワード フレーベル  教育遊具  自然保育  こども園   

著書   

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

フレーベルの養成校出身者の影響 諸外国にお

ける幼稚園導入過程から見た現代日本の保育 

 

フレーベルの恩物と日本における受容 

共 

 

 

単 

平成 29年 3月 

 

 

平成 29年 7月 

科学研究費費助成事業（学術研究助成基

金助成金）基盤研究（C）報告書 

 

公益財団法人目黒区芸術文化振興財団 

目黒区美術館 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

フレーベルの恩物について 単 平成 29年８月 公益財団法人目黒区芸術文化振興財団 

目黒区美術館 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 
・教員免許状更新講習講師 平成 29年８月  

・上級免許状取得プログラム講師 平成 29年 8月 
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職名 教授 氏名 中村 清一 （ナカムラ キヨカズ） 学位 修士（教育学） 

校務分掌 入試部 高大連携推進委員会 教職教育研究 学園評議員 

教育活動 

担当授業科目 
社会科教育法 現代社会の倫理学  地方自治論 総合演習教職Ⅱ 教職特別講座Ⅲ 

日本国憲法 社会 総合演習教職Ⅰ 教職実践演習 

その他の活動 

 

 

 

研究活動 

専攻分野 社会科教育 公民か教育 ＮＩＥ  

所属学会 ＮＩＥ学会 日本社会科教育学会 全国社会科教育学会 社会系教科教育学会 

研究課題 社会科における授業力の構築 

研究キーワード 社会科授業力 社会科教育法 社会科学習指導案 ＮＩＥ 法教育 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

社会科教育法を学ぶ学生の学習指導案作成上の課

題について 

 単 H30,3 常磐会学園大学紀要 第 18号 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 ・教育系大学への進学を希望する高校生のためのセミナー講師 
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職名 講師 氏名 昇 慶一（ノボリ ケイイチ） 学位  学士 （法律学） 

校務分掌 
入試部  実習指導室  高大接続検討委員会  リメディアル教育検討委員会 

ハラスメント防止対策委員会 

教育活動 

担当授業科目 

相談援助  社会福祉   社会的養護内容  子どもの生活と権利  介護概論  介護体験実習 

ボランティア実習  ボランティア演習  総合演習教職Ⅰ  保育実習指導Ⅲ  保育実習Ⅲ 

その他の活動 

保育実習の手引き改訂作業担当 

公立幼稚園教諭・保育士採用試験対策サークル（「たまごサークル」）顧問 

 

研究活動 

専攻分野 社会法学（児童福祉分野）   

所属学会 日本子ども虐待防止学会  児童福祉法研究会  児童養護研究会 

研究課題 児童福祉現場における子どもの権利保障 

研究キーワード 子どもの権利  児童虐待  社会的養護  司法福祉 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

「都道府県児童福祉審議会を活用した子

どもの権利擁護の仕組み」研究報告書 

共 平成 30年 3月 厚生労働省平成 29年度子ども・子育て支援推

進調査研究事業 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・平成 30年度大阪市要保護児童対策関連事業にかかる委託事業者選定会議委員（平成 30年 1月～平成

30年 3月） 

・社会福祉法人千里聖愛保育センター 理事 

・社会福祉法人和泉乳児院 苦情解決第三者委員 

・社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 福祉サービス第三者評価決定委員（社会的養護分野） 
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職名 教授 氏名 ビル・ロッケンバッハ 学位 修士（数学） 

校務分掌 学生部  海外研修 

教育活動 

担当授業科目 

英語Ⅰ・Ⅱ  英語コミュニケーションⅢＡ  実用英語 

教職実践演習Ⅰ（英語）（＝総合演習教職Ⅰ（英語））    アクティヴコミュニケーション 

幼児英語Ｂ（＝幼児英語実践論）    リーデイング・フォー・コミュニケーション 

中級英語(←帝塚山学院大学) 上級英語(←帝塚山学院大学) 

その他の活動 

教科書・受験用の教材の校正と作成 

常磐会学園教育センター公開講座（講師） 

 

研究活動 

専攻分野 英語教育  

所属学会 全国語学教育学会（JALT）  Computer Society (affiliate of IEEE) 

研究課題 英語（発音・語彙・文法）教育で利用できるソフトの研究と開発 

研究キーワード 英語教育 発音 語彙 文法 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

Perspective III NE（文科省認定合格） 共 平成 30年２月 第一学習社 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等  
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職名 准教授 氏名 丸井 理恵（マルイ リエ） 学位 修士（教育学） 

校務分掌 入試部、高大接続推進委員会、高大接続検討委員会、常磐会学園乳幼児教育研究会 

教育活動 

担当授業科目 

音楽表現（器楽合奏）、音楽科教育法、音楽演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

保育実践演習Ⅱ、総合表現演習Ⅰ・Ⅱ、教職実践演習Ⅰ・Ⅱ 

免許更新講習、上級免許状講習（音楽Ⅰ） 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 音楽（器楽）  

所属学会 全国大学音楽教育学会、日本保育者養成教育学会 JPTA（日本ピアノ教育連盟）、日本保育学会、 

研究課題 保育・教職の現場で活用できるピアノテクニックの指導法と教材開発 

研究キーワード 
音楽表現、ピアノテクニック、タッチタイピング奏法、伴奏法、ML（ミュージック・ラボラトリ）シス

テム 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

本学における音楽指導の方向性（3）  単 平成 30年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 17号 

「保育実践演習Ⅱ」に関する一考察 

～保育者としての表現力の向上を目指して～ 

 共 平成 30年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 17号 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

研究演奏発表 中田 喜直「八つの子どものうた」

より 

 共 平成 29年 8月 全国大学音楽教育学会第 33回全国大会 

「総合表現演習」科目における実践報告（5）  共 平成 30年 3月 日本保育者養成教育学会 

「保育実践演習」科目における「舞台制作発表」

の実践報告 

学生の発表活動における相互評価の視点について

-「総合演習」の指導計画表の事例より- 

 共 

  

 共 

平成 30年 3月 

 

平成 30年 3月 

 

日本保育者養成教育学会 

 

日本保育者養成教育学会 

 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・Ein Klang：ピアノソロ・アンサンブルのための研究会 

・秋篠音楽堂 伊藤奈穂美＆瀧本富美恵 Joint Concert「古都に歌う」（ Pf:内田博世、丸井理恵） 

・大阪府立夕陽丘高校同窓会「清香会」役員 

・大阪府立夕陽丘高校音楽科後援会「紫陽会」役員 

・全国大学音楽教育学会関西地区学会常任委員 

・平成 29年度全国大学音楽教育学会紀要編集委員 
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職名 教授 氏名 美濃守隆（ミノ モリタカ） 学位 修士（教育学） 

校務分掌 
研究部 運営部会 ＦD 委員会 ICT 委員会 将来構想検討委員会 大学評価委員会 高大接続検討

委員会 教養教育検討委員会、ハラスメント防止対策委員会、学生募集、リメディアル教育検討委員会、 

教育活動 

担当授業科目 

理科  教育の方法・技術  理科教育法 人類と科学 教育実習事前・事後指導  総合演習教職Ⅰ 

教職実践演習 学校における危機管理上の問題(免許更新講習) 

 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 教育方法 教科教育学   

所属学会 
日本教育メディア学会、日本教育心理学会、教育システム情報学会、日本理科教育学会 

日本特別活動教育学会 

研究課題 理科教育法の研究  情報教育の内容・方法の研究 教育課程に関する研究 

研究キーワード 自然認識 ICT 教育方法 教材開発 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

教員採用試験のための論作文と面接・模擬授業 共 平成 30年 2月 大阪教育図書 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

授業方法の改善に関する研究― 理科教育法にお

ける試み ― 

単 平成 30年３月 常磐会学園大学研究紀要第 18号 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・平野区ボランティア活動部会  

・平野みんな食堂ネットワーク運営委員会  

・大阪市立平野北中学校・平野小学校学校協議会委員 
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職名 教授 氏名 向出 佳司（ムカイデケイジ） 学位  修士（教育学） 

校務分掌 入試部 実習指導室 教職センター 

教育活動 

担当授業科目 カウンセリング実務演習Ⅰ・Ⅱ カウンセリング実務演習 教職入門 教育制度論 教育心理学 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 臨床心理学 臨床教育学  

所属学会 心理臨床学会 教育心理学会 臨床心理士会 教育行政学会 日本福祉学会 アドラー心理学会 

研究課題 人間の発達段階に応じた人生課題の明確化による発達援助・支援アプローチの臨床教育学的探究 

研究キーワード 学習意欲（モチベーション） 自尊感情（セルフエステーム） 「自尊感情」「復元力」 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

教員の道標１（改訂） 共 平成 30年３月 大阪教育図書 

保育士試験の要点 共 平成 30年２月 大阪教育図書 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

復元力ｒｅｓｉｌｉｅｎｃｅの具象化 

－保育者としての表現力の向上を目指して－ 

 単 平成 29年８月 臨床心理学会・教育振興会（天理大学） 

精神疾患を伴う保護者の心理的支援アプロー

チ 

 単 平成 29年 10月 臨床心理士会（帝塚山大学） 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

自己肯定感を育むファミリーカウンセリン 単 平成 29年 10月 帝塚山大学 

非社会性・反社会性に依拠するケースへのリ

エゾンアプローチ 

単 平成 29年 12月 京都外国語大学臨床心理プロジェクト 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・奈良県青少年健全育成全体研修会講師 

・三重県民生・主任児童委員研修会講師 

・京都府保護司等臨床心理査定研修会講師 
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職名 准教授 氏名 山崎 徳子（ヤマサキノリコ） 学位 博士（人間・環境学） 

校務分掌 学生部、学生相談室、カウンセリングケア、保健センター、こどもセンター、人権教育推進 

教育活動 

担当授業科目 
保育の心理学Ⅰ、保育の心理学Ⅱ、発達心理学、保育相談支援、保育実習指導Ⅰ、保育実習Ⅰ 

 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 発達心理学、保育学  

所属学会 保育学会、発達心理学会、質的心理学会 

研究課題 子どもの自己の形成、発達障害がある子どもの自己の形成  発達相談を通した子育て支援 

研究キーワード 自閉症 自己の形成 関係発達 間主観性 発達障害 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

自閉症のある人の青年期関係発達  

「働くこと」の意味に着目してⅠ 

単独 5月 20日 ポスター発表 日本保育学会 

自閉症のある子どもの子育てに「家族の流儀」は 

どのように影響するのか(４) 

共同 3月 23日 ラウンドテーブル 話題提供 

日本発達心理学会 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・和歌山県橋本市図書館協議会委員 

・NPO法人アサヒキャンプ 理事 

・堺市 早期発達相談員 

・常磐会短期大学付属いずみがおか園 キンダ―カウンセリング 

・箕面市 幼稚園教諭研修講師 
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職名 准教授 氏名 山本 元子（ヤマモト モトコ） 学位 修士（文学） 

学務分掌 教務部  海外研修  

教育活動 

担当授業科目 
小学校英語科授業実践(小学校英語)Ⅰ・Ⅱ   英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ   グローバル教育概論  

教職特別講座Ⅲ   総合演習教職Ⅰ・Ⅱ   異文化間コミュニケーション  英語Ⅰ・Ⅱ  

その他の活動 
常磐会学園公開講座 英語関連講座講師 

大阪市教育振興基本計画グローバル事業 指導講師（英語関連） 

研究活動 

専攻分野 英語教育学、英語学  

所属学会 大学英語教育学会、日本教育学会、関西英語教育学会、小学校英語教育学会、英語教育総合学会  

研究課題 
・小学校で英語を指導する教員を対象とした効果的な研修の構築と実践はどうあるべきか 

・教員養成系大学における国際理解教育のあり方について 

研究キーワード 小学校英語、中学校英語教育、小・中連携、教員研修、国際理解教育 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

英語の辞書使用について  

―学校での指導、および、訳語の視点より― 

単 平成 30年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 18号 

A Suggestion to Improve Japanese Primary 

School Teachers’ Ability to Teach English 
  －小学校教員の英語力を伸ばすための一方策― 

（使用言語：英語） 

単 平成 30年 3月 日本学術振興会「課題設定による先導的

人文学・社会科学研究推進事業」研究テ

ーマ名 課題 B：グローバル化に対応し

た人文学･社会科学教育の国際比較 報告 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

A Suggestion to Improve Japanese Primary 

School Teachers’ Ability to Teach English 
  －小学校教員の英語力を伸ばすための一方策― 

（使用言語：英語） 

 単 平成 29年 12月 ・世界教育研究学会会議 研究発表 

（於：香港教育大学） 

日本学術振興会 「課題設定による先導

的人文学・社会科学研究推進事業」研究

テーマ名 課題 B  より派遣 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・英語教育研究団体 ATELAS 事務局長  

・NPO小学校教員の英語力を伸ばす会 事務局長  

・大学英語教育学会 関西支部海外の外国語教育研究会会員 

・常磐会学園教育センター公開講座講師   

・常磐会学園幼稚園教諭免許状更新講習講師 

・高校生対象出張講座講師 （対象：大阪府立高校等） 

・大阪市学力アップサポート事業 教員対象指導講師 
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職名 教授 氏名 吉田 健（ヨシダ ケン） 学位 修士（人間科学） 

校務分掌 
運営部会 研究部部長 FD委員会 ICT委員会 学園将来構想検討委員会   

学士力向上プロジェクト 

教育活動 

担当授業科目 
情報メディア論 情報モラルと情報セキュリティ 情報社会と倫理 算数 情報応用演習 IA 

小学校 ICT活用 人類と科学 ライフスタイル論 

その他の活動 常磐会学園大学教育センター公開講座「ワード入門」講師 

研究活動 

専攻分野 教育工学  

所属学会 日本教育工学会 日本科学教育学会 

研究課題 学習者の能動的な学習を引き出す学習メディアの活用 

研究キーワード 能動的学修 メディア 情報リテラシー 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

教員採用試験のための論作文と面接・模擬授業 共 平成 29年 3月 大阪教育図書 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

社会貢献活動等 

活動内容等  
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Ⅲ 授業評価 
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１．授業アンケートの概要と結果 
本学の自己点検・評価の一環として、教員が自身の教授技術の向上、及び担当する授業の改善に資するため

に学生による授業評価をアンケート調査で行っている。授業アンケートの対象となっているのは、本学で開講

されている全ての授業である。しかし、実習系の授業や複数教員が共同で行っている授業、及び、出席者数 10

名未満のクラスは実施していない。出席者数 10 名未満のクラスで実施しない理由は、人数が少ないと学生の

匿名性が保証されず、アンケートの回答に影響する恐れがあるからである。 

 質問項目はすべての授業で共通となっている（表 1）。 

表 1：アンケートの質問項目 

質問項目 
そう思う 

やや 

そう思う 

あまり 

そう思わない 
そう思わない 

4 3 2 1 

Ａ．あなた自身について     

(１) 毎回の授業に熱心に取り組んだ。 4 3 2 1 

(２) 毎回の授業に対して予習・復習を心がけた。 4 3 2 1 

(３) 自ら発言や質問をするなど、積極的に授業に参加した。 4 3 2 1 

(４) 授業を受講して、新しい知識・技能を得た。 4 3 2 1 

(５) 将来に、学習した成果を活かすことが出来る。 4 3 2 1 

Ｂ． この授業について     

(６) 授業は興味や関心のもてる内容だった。 4 3 2 1 

(７) 授業の難易度や進行のスピードは適切だった。 4 3 2 1 

(８) テキストやプリント、映像資料等、教材の使い方が効果的だった。 4 3 2 1 

(９) 教員は授業開始時刻や終了時刻をきちんと守っていた。 4 3 2 1 

(10) 教員は意見の発表など学生の参加を促していた。 4 3 2 1 

(11) 教員は私語などで授業を妨げる行為に適切に対応していた。 4 3 2 1 

(12) 総合的に、満足のいく授業だった。 4 3 2 1 

 
 回答の選択肢については尺度を 4 段階（④そう思う③ややそう思う②あまりそう思わない①そう思わない）

としている。集計は専門の業者で行い、結果は学生への成績発表後に教員に示される。また、自由記述の項目

として、「1．授業の良かったところ」「2．改善して欲しいところ」の 2 項目を設定しており、その結果は集約

され全て教員に提示される。 

 学生への結果の公表は、アンケート結果とともに各教員が授業改善の具体的な方法などをコメントとして掲

示する方法を採っている。また、さらに詳細な授業改善についてのレポートを研究部で集約している。 

 

 授業アンケートは、春期は 7月 3 日（月）～15 日（土）、秋期は１月 9 日（火）～22 日（月）に実施した。 

 回答者数について、のべ人数で春期は 4576 名、秋期は 4621名で、合計で 9197 名となっている。 
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1878
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1678
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2260

1904

1712

1729

2311

2245

2292

2193

2141

2221

2248

2199

1948

2051

2288

2138

296

1028

852

377

370

505

552

577

264

478

429

498

61

220

140

118

117

168

197

188

101

138

140

204

2

4

12

10

10

4

2

7

3

5

7

7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1．毎回の授業に熱心に取り組んだ。

2．毎回の授業に対して予習・復習を心がけ

た。

3．自ら発言や質問をするなど、積極的に授

業に参加した。

4．授業を受講して、新しい知識・技能を得

た。

5．将来に学習した成果を活かすことが出来

る。

6．授業は興味や関心のもてる内容だった。

7．授業の難易度や進行のスピードは適切

だった。

8．テキストやプリント、映像資料等、教材の

使い方が効果的だった。

9．教員は授業開始時刻や終了時刻をきち

んと守っていた。

10．教員は意見の発表など学生の参加を

促していた。

11．教員は私語などで授業を妨げる行為に

適切に対応していた。

12．総合的に、満足のいく授業だった。

4点 3点 2点 1点 無回答

学生による授業評価アンケート 
平成 29 年度 春期 
        ４ そう思う ３ ややそう思う ２ あまり思わない １ 思わない       各問の平均点 

   （４点満点） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 3.33 
2 2.91 
3 3.03 
4 3.28 
5 3.29 
6 3.18 
7 3.14 
8 3.14 
9 3.39 
10 3.25 
11 3.22 
12 3.18 
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1720

1059

1194

1823

1862

1681

1568

1641

2087

1755

1652

1696

2635

2558

2584

2458

2439

2418

2486

2405

2199

2373

2525

2447

220

845

729

266

255

411

438

434

243

375

332

339

40

155

106

65

57

107

126

134

84

112

108

132

6

4

8

9

8

4

3

7

8

6

4

7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1．毎回の授業に熱心に取り組んだ。

2．毎回の授業に対して予習・復習を心がけた。

3．自ら発言や質問をするなど、積極的に授業

に参加した。

4．授業を受講して、新しい知識・技能を得た。

5．将来に学習した成果を活かすことが出来る。

6．授業は興味や関心のもてる内容だった。

7．授業の難易度や進行のスピードは適切だっ

た。

8．テキストやプリント、映像資料等、教材の使

い方が効果的だった。

9．教員は授業開始時刻や終了時刻をきちんと

守っていた。

10．教員は意見の発表など学生の参加を促し

ていた。

11．教員は私語などで授業を妨げる行為に適

切に対応していた。

12．総合的に、満足のいく授業だった。

4点 3点 2点 1点 無回答

学生による授業評価アンケート 
平成 29 年度 秋期 
       ４ そう思う ３ ややそう思う ２ あまり思わない １ 思わない                                                                                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1 3.31 
2 2.98 
3 3.05 
4 3.31 
5 3.32 
6 3.23 
7 3.19 
8 3.20 
9 3.36 
10 3.25 
11 3.24 
12 3.24 



- 50 - 
 

２．授業アンケート結果の分析 
今年度の結果としては、ほとんどの項目において「④そう思う」「③ややそう思う」という肯定的な回答が

９割前後を占めている。かなり高い数字であり、学生と教員の努力がうかがえる。 

その中で、「④そう思う」「③ややそう思う」という肯定的な回答がやや低いのが、学生自身の学習に対する

自己評価の５項目のうちの２つである。 

その一つとして肯定的な回答が７割５分程度にとどまっているのは、「2．毎回の授業に対して予習・復習を

心がけた」の項目である。ここからは、自主的に意欲的に取り組むことへの弱さも見える。次回の学習内容を

予告し意識させるとともに、積極的に課題を提示することでさらなる家庭学習の充実をはかる必要がある。し

かし、過去４年間の経年変化（４年前から４項目選択・４点満点評価になった。それまでは、「どちらでもな

い」という項目を含めて５項目選択であり、５点満点評価であった。）を見てみると、ずっと上昇を続けてい

るのがこの項目である。現状の努力を継続することが大切だと感じる。  

同じく肯定的な回答が８割程度にとどまっているのは、「3．自ら発言や質問をするなど、積極的に授業に参

加した」の項目である。学習への取り組みに対して、やや受け身の姿勢であったり消極的である面が一部の学

生にうかがわれる。しかし、この項目も過去４年間の経年変化を見ると、ずっと上昇を続けている。現状の努

力を継続することが大切だと感じる。実際、教員に対する授業評価で「10. 教員は意見の発表など学生の参加

を促していた」については、肯定的な回答が９割前後を占めているので、教員は授業にアクティブラーニング

を取り入れたりしながら参加体験型の授業を実践しようとしていることがうかがわれる。今後も、学生が主体

的に授業に参加できるような授業展開を全学的に展開していきたい。 

その他の学生自身の学習に対する自己評価の３項目「1．毎回の授業に熱心に取り組んだ」「4. 将来に、学

習した成果を活かすことが出来る」「5. 授業を受講して、新しい知識・技能を得た」については、全て肯定的

な回答が９割を大きく超えているのは評価したい。特に、4.と 5.の項目については、「受講した授業によって、

将来の現場で生かせる知識や技能を身に付けることができている」とほとんどの学生が感じていると言える。

保育士や幼児教育・学校教育の教員を育てる大学として、あるべき教育が実践できていると考え、今後の努力

のための大きな原動力にしたい。 

 また、春期から秋期の変化については、昨年、一昨年とも全ての項目で積極的な肯定を表す「④そう思う」

が秋期に減少し、「③ややそう思う」という消極的な肯定が増えていた。同時に、幾つかの項目では秋期にな

ると否定的な回答も若干増える結果となっていた。秋期になると、学生の中で授業に対する新鮮な気持ちが薄

れるためか、意欲や取り組む姿勢の低下が感じられた。 

 しかし、今年度に関しては春期から秋期の変化として多くの項目で「④そう思う」はあまり変化しなかった

が、「③ややそう思う」が増えて「②あまり思わない」が減り、結果としてほとんどの項目で平均点の上昇が

見られる。特に 0.05ポイント以上上昇しているのは「2．毎回の授業に対して予習・復習を心がけた」、「6. 総

合的に、満足のいく授業だった」「7. 授業の難易度や進行のスピードは適切だった」「8. テキストやプリント、

映像資料等、教材の使い方が効果的だった」「6. 授業は興味や関心のもてる内容だった」の各項目である。上

昇率は少ないが、学生自身の学習態度への自己評価の項目もほとんどが上昇している。数字を見る限り、春期

から秋期に向けての意欲や取り組む姿勢の低下は見られなくなったと言える。 

 春期から秋期の変化で 0.03 ポイントの微減をしているのは、「9. 教員は授業開始時刻や終了時刻をきちん

と守っていた」である。そして、この項目は過去３年間上昇してきたのが今年度下がり、４年間の中で一番低

い評価となっている。それでも、まだこの項目は全ての項目の中で一番評価点の高い項目である。そして、授
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業開始時刻や終了時刻の厳守は各教員が意識すれば実行できることなので、今後もぜひ確実な実施を求めたい。 

 そして、「授業についての項目」である 6～12全体としては、今年度は評価平均がやや下がり気味と言える。

それでも高い評価であるが、気を許すことなく授業の質の向上を常に意識したい。 

 

３．教員のコメントから見える、今後の授業改善について 
 授業アンケートの評価の対象となった本学専任教員からは、授業アンケートの結果について学生に対しての

コメントや授業改善の具体的な方法などが公開されている。また、授業アンケートについての意見や要望も提

出されている。それについてまとめておく。 

 ほとんどの教員が授業アンケートの結果を真摯に受け止め、授業の改善案を考えている。具体的には、「ア

ンケートでの言葉をエネルギーに、これからも教材の進化を目指し、将来に生かせる授業であり続ける努力を

したい。」「ふりかえりの機会としてのアンケートのおかげで、これまでいろいろ授業手法や内容の改良ができ

た。」「自分の授業の欠点に気づかされるのはこの機会しかないように思う。学生の声をよくかみしめて次の授

業に臨みたい。」「様々な学生からの意見をどのような形で授業に反映させるのか、自身の振り返りの機会とな

っている。」等のコメントがされている。高く評価された部分に自身の目指している方向の正しさを確信し、

学生からの評価をさらなる改善への努力のエネルギーとしている教員もいる。また、不足している部分や配慮

を求められている部分を謙虚に受け止め、具体的な改善のための貴重な指摘として有効に活用しようとしてい

る教員もいる。 

授業改善のためには、自由記述の内容が最も参考になるという教員の意見がある。その自由記述については、

厳しい内容もあるものの全体的には評価する内容が書かれていることが多い。しかし、今回のアンケートの前

に、「個人的な不満や鬱憤を感情的にぶつけているだけで具体的に教員の授業改善の参考にならないコメント

について記述することはやめさせてほしい」という声もあった。アンケート後の教員のコメントでは、「自分

本位なことを記述する学生もいるが、アンケートの全体を見渡すと、授業に欠けた所が見えてくる。年々、冷

静に書く学生が多くなったように思う。」「授業について具体的な改善案を書いてくれていたので、次年度は授

業当初からそれを取り入れていきたい。」「難しいことも、深く考えようとする学生が着実に増えている。」「学

生自身の自己評価が高くなり、予習復習をする学生が増加した。」等、学生を評価するコメントが見られた。 

また、自由記述については、たくさん書かれている教員とあまり書かれていない教員の差が大きい。時間的

に余裕を持って実施することに配慮しているか、自由記述を書くように促す姿勢があるかどうかが影響してい

ると思われる。 

さらに、「10. 教員は意見の発表など学生の参加を促していた」の項目について、教員からのコメントとし

て「主体的・対話的そして深めていく授業を心掛け、テーマにそった学生主体の授業を進めた成果が現れた。」

「講義形式、後半に演習形式にと別れていたが、アンケート結果からみると、講義形式の部分が少し学生には

興味・関心が高まらず入りきれなかったことがうかがえた。もう少し学生自身が学ぶ重要性を実感でき、自ら

の問題としてとらえられるような工夫をしていきたい。また、さらに参加形式の構成にしていくことも考えて

いきたい。」「一人一人が発表できるような機会を設け、参加型の授業にしたが、肯定的な感想をもらえたので、

この進め方を続けていきたい。」等、書かれていた。「わかりやすい」「楽しい」「現場で生かせる」学びを、話

す力聞く力を養いながら深めていく参加体験型の授業への取り組みをさらに進めていくためにも、そういう姿

勢と意識を教員全員の共通理解としていきたい。 
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Ⅳ キャンパスライフの調査 

  



- 54 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 55 - 
 

 「キャンパスライフに関する調査」は、本学に在学している学生の学生生活に対する満足度を図り、要望な

どを知ることを目的に毎年 1 回実施している。  

 本年度も全学生を対象に、12月 13日（水）～20日（水）の期間で「キャンパスライフに関するアンケート」

を行った。アンケートの構成は「1．今年度の授業科目、カリキュラムや履修登録について」「2．本学での学

生生活について」「3．本学の施設・設備について」「4．本学の好きなところ、満足なところ」となっている。

「1．」～「3．」は「あてはまる」～「あてはまらない」を「④」「③」「②」「①」の 4 段階の選択肢を選ぶ形

式の質問と、それぞれに関する要望について書く自由記述形式の質問を用意している。また「4．」は自由記述

形式の質問でのみ構成している。 

 回答者数は 1 回生 94名、2回生 88名、3回生 101名、4 回生 107名、合計 390 名となっている。 

 このアンケートの結果については集計後全教職員に対して示され、各部署で関係する箇所のデータを分析し、

業務に生かすように活用されている。また、学生にも結果の概要について印刷して全員に配布している。 

 

１．今年度の授業科目、カリキュラムや履修登録について 

 この項目では今年度の授業科目、カリキュラムや履修登録について尋ねている。質問項目は以下に示すよう

になっている。 

 

(1) 学生参加形式の授業が多かった。 

(2) 予習や復習が必要な授業が多かった。 

(3) 方法や技術に工夫をしている授業や教員が多かった。 

(4) 興味や関心を持てる授業が多く設定されていた。 

(5) 計画的な履修が可能となるような時間割だった。 

(6) 履修登録は円滑な手続きができた。 

 
 結果は次に示す表のようになった。今年度の回答数が左に、昨年度の回答数が右に示されている。 

各設問の選択肢 （ ④そう思う ③まあそう思う ②あまり思わない ①思わない ） 

①学生参加形式の授業が多かった 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ①  

全体（390 名） 89 

 

223 76 2 全体（401名） 91 248 56 6 

全体（％） 22.8% 57.2% 19.5% 0.5% 全体（％） 22.7 61.8 14.0 1.5 

１回生（94 名） 24 52 17 1 １回生（106名） 26 58 20 2 

１回生（％） 25.5% 55.3% 18.1% 1.1% １回生（％） 24.5 54.7 18.9 1.9 

２回生（88 名） 10 55 22 1 ２回生（86名） 14 60 11 1 

２回生（％） 11.4% 62.5% 25.0% 1.1% ２回生（％） 16.3 69.8 12.8 1.2 

３回生（101 名） 24 55 22 0 

 

３回生（107名） 32 62 12 1 

３回生（％） 23.8% 54.5% 21.8% 0.0% ３回生（％） 29.9 57.9 11.2 0.9 

４回生（107 名） 31 61 15 0 ４回生（102名） 19 68 13 2 

４回生（％） 29.0% 57.0% 14.0% 0.0% ４回生（％） 18.6 66.7 12.7 2.0 

②  予習や復習が必要な授業が多かった 

<今年度＞ ④ ③ ② ①  <昨年度＞ ④ ③ ①  ①  
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全体（390 名） 38 168 157 27 全体（401名） 41 193 136 31 

全体（％） 9.7% 43.1% 40.3% 6.9% 全体（％） 10.2 48.1 33.9 7.7 

１回生（94 名） 7 46 37 4 １回生（106名） 10 50 33 13 

１回生（％） 7.4% 48.9% 39.4% 4.3% １回生（％） 9.4 47.2 31.1 12.3 

２回生（88 名） 5 40 36 7 ２回生（86名） 8 42 32 4 

２回生（％） 5.7% 45.5% 40.9% 8.0% ２回生（％） 9.3 48.8 37.2 4.7 

３回生（101 名） 17 49 32 3 ３回生（107名） 15 55 32 5 

３回生（％） 16.8% 48.5% 31.7% 3.0% ３回生（％） 14.0 51.4 29.9 4.7 

４回生（107 名） 9 33 52 13 ４回生（102名） 8 46 39 9 

４回生（％） 8.4% 30.8% 48.6% 12.1% ４回生（％） 7.8 45.1 38.2 8.8 

③ 方法や技術に工夫をしている授業や教員 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 43 209 122 16 全体（401名） 51 223 117 10 

全体（％） 11.0% 53.6% 31.3% 4.1% 全体（％） 12.7 55.6 29.2 2.5 

１回生（94 名） 6 56 25 7 １回生（106名） 12 56 34 4 

１回生（％） 6.4% 59.6% 26.6% 7.4% １回生（％） 11.3 52.8 32.1 3.8 

２回生（88 名） 2 42 39 5 ２回生（86名） 14 44 27 1 

２回生（％） 2.3% 47.7% 44.3% 5.7% ２回生（％） 16.3 51.2 31.4 1.2 

３回生（101 名） 17 55 26 3 ３回生（107名） 15 59 30 3 

３回生（％） 16.8% 54.5% 25.7% 3.0% ３回生（％） 14.0 55.1 28.0 2.8 

４回生（107 名） 18 56 32 1 ４回生（102名） 10 64 26 2 

４回生（％） 16.8% 52.3% 29.9% 0.9% ４回生（％） 9.8 62.7 25.5 2.0 

④ 興味や関心を持てる授業が多い 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 52 209 112 17 全体（401名） 60 223 104 14 

全体（％） 13.3% 53.6% 28.7% 4.4% 全体（％） 15.0 55.6 25.9 3.5 

１回生（94 名） 15 52 21 6 １回生（106名） 18 59 25 4 

１回生（％） 16.0% 55.3% 22.3% 6.4% １回生（％） 17.0 55.7 23.6 3.8 

２回生（88 名） 1 43 38 6 ２回生（86名） 16 42 25 3 

２回生（％） 1.1% 48.9% 43.2% 6.8% ２回生（％） 18.6 48.8 29.1 3.5 

３回生（101 名） 18 56 22 5 ３回生（107名） 15 56 32 4 

３回生（％） 17.8% 55.4% 21.8% 5.0% ３回生（％） 14.0 52.3 29.9 3.7 

４回生（107 名） 18 58 31 0 ４回生（102名） 11 66 22 3 

４回生（％） 16.8% 54.2% 29.0% 0.0% ４回生（％） 10.8 64.7 21.6 2.9 

⑤ 計画的な履修が可能となるような時間割 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞     

全体（390 名） 52 148 129 61 全体（401名） 56 181 122 42 

全体（％） 13.3% 37.9% 33.1% 15.6% 全体（％） 14.0 45.1 30.4 10.5 

１回生（94 名） 18 43 27 6 １回生（106名） 21 58 18 9 

１回生（％） 19.1% 45.7% 28.7% 6.4% １回生（％） 19.8 54.7 17.0 8.5 
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２回生（88 名） 3 42 32 11 ２回生（86名） 11 38 32 5 

２回生（％） 3.4% 47.7% 36.4% 12.5% ２回生（％） 12.8 44.2 37.2 5.8 

３回生（101 名） 14 29 33 25 ３回生（107名） 5 40 44 18 

３回生（％） 13.9% 28.7% 32.7% 24.8% ３回生（％） 4.7 37.4 41.1 16.8 

４回生（107 名） 17 34 37 19 ４回生（102名） 19 45 28 10 

４回生（％） 15.9% 31.8% 34.6% 17.8% ４回生（％） 18.6 44.1 27.5 9.8 

⑥ 履修登録は円滑な手続きができた 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 56 167 134 33 全体（401名） 83 198 89 31 

全体（％） 14.4% 42.8% 34.4% 8.5% 全体（％） 20.7 49.4 22.2 7.7 

１回生（94 名） 17 50 23 4 １回生（106名） 27 47 26 6 

１回生（％） 18.1% 53.2% 24.5% 4.3% １回生（％） 25.5 44.3 24.5 5.7 

２回生（88 名） 2 43 35 8 ２回生（86名） 14 46 21 5 

２回生（％） 2.3% 48.9% 39.8% 9.1% ２回生（％） 16.3 53.5 24.4 5.8 

３回生（101 名） 15 34 43 9 ３回生（107名） 28 45 21 13 

３回生（％） 14.9% 33.7% 42.6% 8.9% ３回生（％） 26.2 42.1 19.6 12.1 

４回生（107 名） 22 40 33 12 ４回生（102名） 14 60 21 7 

４回生（％） 20.6% 37.4% 30.8% 11.2% ４回生（％） 13.7 58.8 20.6 6.9 

 
 授業の内容や指導方法などに関する項目は、平成 27 年度と比較するとやや評価の低下が見られるが、概ね

肯定的な回答が多かった。特に、「参加体験（アクティブラーニング）」に係る項目については高い評価を得て

いる。自由記述では、「プレゼンやみんなの前で発表する授業がとても自分のためになっている」という声も

あった。本学が外部に発信している「参加体験型の授業が多く、楽しく役に立つ授業を提供する」というメッ

セージが実現できていると評価できる。しかし、一部の授業に対しての具体的な不満も見られ、継続して授業

の改善に努める必要があると言える。 

一方で、時間割や履修登録の項目については数値の低下が見られる。原因の一つとしては、昨年度秋期より

導入されたポータルサイトがまだ十分にはうまく機能していないことも考えられる。自由記述の内容を見ると、

「履修登録の仕方が十分に理解できていない」「履修登録の発表を早くしてほしい」「計画的な履修をしにくい

時間割や科目の配置がある」等の不満が挙げられており、来年度すぐに改善に向けて取り組む必要がある。 

  

２．本学での学生生活について 

この項目では本学での学生生活について尋ねている。質問項目は以下に示すようになっている。 

 

(1) 研究室方式なので、気軽に教員と話し合っている。 

(2) 事務職員の対応に満足している。 

(3) 休講・補講などの情報が分りやすく提供されている。 

(4) 心身の健康管理のための相談室や保健室は利用しやすい。 

(5) 採用試験対策の講座などのサポート体制が充実している。 

(6) 実習やボランティアなどへの支援体制が充実している。 
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 結果は次に示す表のようになっている。 

各設問の選択肢 （ ④そう思う ③まあそう思う ②あまり思わない ①思わない ） 

①気軽に教員と話し合っている 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 216 130 31 11 全体（401名） 236 139 22 4 

全体（％） 55.7% 33.5% 7.9% 2.8% 全体（％） 58.9 34.7 5.5 1.0 

１回生（94 名） 45 34 10 5 １回生（106名） 57 41 5 3 

１回生（％） 47.9% 36.2% 10.6% 5.3% １回生（％） 53.8 38.7 4.7 2.8 

２回生（88 名） 27 43 13 5 ２回生（86名） 43 36 7 0 

２回生（％） 30.7% 48.9% 14.8% 5.7% ２回生（％） 50.0 41.9 8.1 0.0 

３回生（101 名） 62 33 3 1 ３回生（107名） 68 33 5 1 

３回生（％） 61.4% 32.7% 3.0% 1.0% ３回生（％） 63.6 30.8 4.7 0.9 

４回生（107 名） 82 20 5 0 ４回生（102名） 68 29 5 0 

４回生（％） 76.6% 18.7% 4.7% 0.0% ４回生（％） 66.7 28.4 4.9 0.0 

②事務職員の対応に満足している 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 40 164 112 74 全体（401名） 67 193 93 48 

全体（％） 10.3% 42.1% 28.7% 19.0% 全体（％） 16.7 48.1 23.2 12.0 

１回生（94 名） 10 50 26 8 １回生（106名） 19 54 25 8 

１回生（％） 10.6% 53.2% 27.7% 8.5% １回生（％） 17.9 50.9 23.6 7.5 

２回生（88 名） 1 36 29 22 ２回生（86名） 13 41 15 17 

２回生（％） 1.1% 40.9% 33.0% 25.0% ２回生（％） 15.1 47.7 17.4 19.8 

３回生（101 名） 15 36 30 20 ３回生（107名） 18 49 24 16 

３回生（％） 14.9% 35.6% 29.7% 19.8% ３回生（％） 16.8 45.8 22.4 15.0 

４回生（107 名） 14 42 27 24 ４回生（102名） 17 49 29 7 

４回生（％） 13.1% 39.3% 25.2% 22.4% ４回生（％） 16.7 48.0 28.4 6.9 

③休講・補講などの情報が分りやすく提供 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 63 181 109 37 全体（401名） 74 181 121 25 

全体（％） 16.2% 46.4% 27.9% 9.5% 全体（％） 18.5 45.1 30.2 6.2 

１回生（94 名） 15 45 29 5 １回生（106名） 26 44 31 5 

１回生（％） 16.0% 47.9% 30.9% 5.3% １回生（％） 24.5 41.5 29.2 4.7 

２回生（88 名） 4 45 31 8 ２回生（86名） 12 44 24 6 

２回生（％） 4.5% 51.1% 35.2% 9.1% ２回生（％） 14.0 51.2 27.9 7.0 

３回生（101 名） 14 52 23 12 ３回生（107名） 22 44 33 8 

３回生（％） 13.9% 51.5% 22.8% 11.9% ３回生（％） 20.6 41.1 30.8 7.5 

４回生（107 名） 30 39 26 12 ４回生（102名） 14 49 33 6 

４回生（％） 28.0% 36.4% 24.3% 11.2% ４回生（％） 13.7 48.0 32.4 5.9 
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④相談室や保健室は利用しやすい 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 88 194 85 23 全体（401名） 91 214 80 16 

全体（％） 22.6% 49.7% 21.8% 5.9% 全体（％） 22.7 53.4 20.0 4.0 

１回生（94 名） 17 47 25 5 １回生（106名） 27 55 21 3 

１回生（％） 18.1% 50.0% 26.6% 5.3% １回生（％） 25.5 51.9 19.8 2.8 

２回生（88 名） 19 46 17 6 ２回生（86名） 20 51 13 2 

２回生（％） 21.6% 52.3% 19.3% 6.8% ２回生（％） 23.3 59.3 15.1 2.3 

３回生（101 名） 25 48 23 5 ３回生（107名） 23 61 17 6 

３回生（％） 24.8% 47.5% 22.8% 5.0% ３回生（％） 21.5 57.0 15.9 5.6 

４回生（107 名） 27 53 20 7 ４回生（102名） 21 47 29 5 

４回生（％） 25.2% 49.5% 18.7% 6.5% ４回生（％） 20.6 46.1 28.4 4.9 

⑤採用試験対策のサポート体制が充実 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 50 213 99 28 全体（401名） 54 224 104 19 

全体（％） 12.8% 54.6% 25.4% 7.2% 全体（％） 13.5 55.9 25.9 4.7 

１回生（94 名） 8 57 21 8 １回生（106名） 16 60 28 2 

１回生（％） 8.5% 60.6% 22.3% 8.5% １回生（％） 15.1 56.6 26.4 1.9 

２回生（88 名） 5 52 23 8 ２回生（86名） 11 48 21 6 

２回生（％） 5.7% 59.1% 26.1% 9.1% ２回生（％） 12.8 55.8 24.4 7.0 

３回生（101 名） 16 57 23 5 ３回生（107名） 15 59 28 5 

３回生（％） 15.8% 56.4% 22.8% 5.0% ３回生（％） 14.0 55.1 26.2 4.7 

４回生（107 名） 21 47 32 7 ４回生（102名） 12 57 27 6 

４回生（％） 19.6% 43.9% 29.9% 6.5% ４回生（％） 11.8 55.9 26.5 5.9 

⑥実習などへの支援体制が充実 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 43 218 105 24 全体（401名） 59 221 104 17 

全体（％） 11.0% 55.9% 26.9% 6.2% 全体（％） 14.7 55.1 25.9 4.2 

１回生（94 名） 9 60 24 1 １回生（106名） 14 64 22 6 

１回生（％） 9.6% 63.8% 25.5% 1.1% １回生（％） 13.2 60.4 20.8 5.7 

２回生（88 名） 4 45 28 11 ２回生（86名） 14 43 25 4 

２回生（％） 4.5% 51.1% 31.8% 12.5% ２回生（％） 16.3 50.0 29.1 4.7 

３回生（101 名） 13 56 25 7 ３回生（107名） 17 57 28 5 

３回生（％） 12.9% 55.4% 24.8% 6.9% ３回生（％） 15.9 53.3 26.2 4.7 

４回生（107 名） 17 57 28 5 ４回生（102名） 14 57 29 2 

４回生（％） 15.9% 53.3% 26.2% 4.7% ４回生（％） 13.7 55.9 28.4 2.0 

 

 ほとんどの項目で、平成 28 年度と比較して数値的には大きな変化がない。中でも、「気軽に教員と話し合っ

ている」という項目では、９割の学生が肯定している。少人数制の良さを生かして、各教員がきめ細やかに学

生と接していることがうかがわれる。また、「相談室や保健室は利用しやすい」についても、肯定が７割を越
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えている。全員が日常的に利用する場所でないにもかかわらず、高い割合で評価されているといえる。「採用

試験対策」や「実習支援」についても、全体としてはよく評価されている。逆に、近年やや上昇傾向にあった

「事務職員の対応」に関しては少し低下している。ポータルサイトの開設など多忙化の要因はあったものの、

改善が求められる。 

 自由記述で多く書かれていたものは、「休講・補講情報の迅速化の要望」「実習支援や実習費への不満」「事

務職員の対応への不満」「奨学金説明会の時期や連絡の迅速化への要望」「企業も含めた採用対策の強化の要望」

など、いずれのコメントも学生個人が経験した事例についての指摘であり、各担当部署で対応を協議し早急に

改善に努める必要がある。 

 

３．本学の施設・設備について 

この項目では本学での学生生活について尋ねている。質問項目は以下に示すようになっている。 

 

(1) 図書館の施設・設備に満足している。 

(2) 学生食堂の施設・内容に満足している。 

(3) 講義室には学習に集中できる設備が整っている。 

(4) 友人と過ごしたり、休憩したりするスペースが充実している。 

(5) 自習のためのスペースや環境が整っている。 

(6) ピアノのスキルアップのための施設や設備が整っている。 

 
 結果は次に示す表のようになっている。 

各設問の選択肢 （ ④そう思う ③まあそう思う ②あまり思わない ①思わない ） 

① 図書館の施設・設備に満足している 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 92 202 83 13 全体（401名） 116 183 84 18 

全体（％） 23.6% 51.8% 21.3% 3.3% 全体（％） 28.9 45.6 20.9 4.5 

１回生（94 名） 23 54 17 0 １回生（106名） 36 45 19 6 

１回生（％） 24.5% 57.4% 18.1% 0.0% １回生（％） 34.0 42.5 17.9 5.7 

２回生（88 名） 10 52 22 4 ２回生（86名） 17 34 30 5 

２回生（％） 11.4% 59.1% 25.0% 4.5% ２回生（％） 19.8 39.5 34.9 5.8 

３回生（101 名） 23 46 24 8 ３回生（107名） 29 53 19 6 

３回生（％） 22.8% 45.5% 23.8% 7.9% ３回生（％） 27.1 49.5 17.8 5.6 

４回生（107 名） 36 50 20 1 ４回生（102名） 34 51 16 1 

４回生（％） 33.6% 46.7% 18.7% 0.9% ４回生（％） 33.3 50.0 15.7 1.0 

② 学生食堂の施設・内容に満足している 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 64 167 115 44 全体（401名） 114 171 80 36 

全体（％） 16.4% 42.8% 29.5% 11.3% 全体（％） 28.4 42.6 20.0 9.0 

１回生（94 名） 19 46 22 7 １回生（106名） 31 43 23 9 

１回生（％） 20.2% 48.9% 23.4% 7.4% １回生（％） 29.2 40.6 21.7 8.5 
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２回生（88 名） 6 41 30 11 

 

２回生（86名） 29 38 14 5 

２回生（％） 6.8% 46.6% 34.1% 12.5% ２回生（％） 33.7 44.2 16.3 5.8 

３回生（101 名） 21 43 24 13 ３回生（107名） 27 44 24 12 

３回生（％） 20.8% 42.6% 23.8% 12.9% ３回生（％） 25.2 41.1 22.4 11.2 

４回生（107 名） 18 37 39 13 ４回生（102名） 27 46 19 10 

４回生（％） 16.8% 34.6% 36.4% 12.1% ４回生（％） 26.5 45.1 18.6 9.8 

③ 講義室には学習に集中できる設備が整う 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 58 222 97 13 全体（401 名） 60 246 80 15 

全体（％） 14.9% 56.9% 24.9% 3.3% 全体（％） 15.0 61.3 20.0 3.7 

１回生（94 名） 14 63 16 1 １回生（106 名） 22 65 15 4 

１回生（％） 14.9% 67.0% 17.0% 1.1% １回生（％） 20.8 61.3 14.2 3.8 

２回生（88 名） 5 51 28 4 ２回生（86 名） 12 51 21 2 

２回生（％） 5.7% 58.0% 31.8% 4.5% ２回生（％） 14.0 59.3 24.4 2.3 

３回生（101 名） 18 51 27 5 ３回生（107 名） 13 70 19 5 

３回生（％） 17.8% 50.5% 26.7% 5.0% ３回生（％） 12.1 65.4 17.8 4.7 

４回生（107 名） 21 57 26 3 ４回生（102 名） 13 60 25 4 

４回生（％） 19.6% 53.3% 24.3% 2.8% ４回生（％） 12.7 58.8 24.5 3.9 

④ 休憩したりするスペースが充実 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 99 184 85 22 全体（401 名） 113 187 81 20 

全体（％） 25.4% 47.2% 21.8% 5.6% 全体（％） 28.2 46.6 20.2 5.0 

１回生（94 名） 27 44 20 3 １回生（106 名） 43 44 13 6 

１回生（％） 28.7% 46.8% 21.3% 3.2% １回生（％） 40.6 41.5 12.3 5.7 

２回生（88 名） 11 55 19 3 ２回生（86 名） 21 41 22 2 

２回生（％） 12.5% 62.5% 21.6% 3.4% ２回生（％） 24.4 47.7 25.6 2.3 

３回生（101 名） 27 40 27 7 ３回生（107 名） 28 50 22 7 

３回生（％） 26.7% 39.6% 26.7% 6.9% ３回生（％） 26.2 46.7 20.6 6.5 

４回生（107 名） 34 45 19 9 ４回生（102 名） 21 52 24 5 

４回生（％） 31.8% 42.1% 17.8% 8.4% ４回生（％） 20.6 51.0 23.5 4.9 

⑤ 自習のためのスペースや環境が整っている 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 85 206 83 16 全体（401 名） 72 195 116 18 

全体（％） 21.8% 52.8% 21.3% 4.1% 全体（％） 18.0 48.6 28.9 4.5 

１回生（94 名） 21 58 14 1 １回生（106 名） 32 53 16 5 

１回生（％） 22.3% 61.7% 14.9% 1.1% １回生（％） 30.2 50.0 15.1 4.7 

２回生（88 名） 14 53 19 2 ２回生（86 名） 13 41 30 2 

２回生（％） 15.9% 60.2% 21.6% 2.3% ２回生（％） 15.1 47.7 34.9 2.3 

３回生（101 名） 21 47 24 9 ３回生（107 名） 14 48 38 7 

３回生（％） 20.8% 46.5% 23.8% 8.9% ３回生（％） 13.1 44.9 35.5 6.5 
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４回生（107 名） 29 48 26 4 ４回生（102 名） 13 53 32 4 

４回生（％） 27.1% 44.9% 24.3% 3.7% ４回生（％） 12.7 52.0 31.4 3.9 

⑥ ピアノのスキルアップのための施設や設備 

<今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（390 名） 96 208 65 21 全体（401 名） 106 186 84 25 

全体（％） 24.6% 53.3% 16.7% 5.4% 全体（％） 26.4 46.4 20.9 6.2 

１回生（94 名） 34 52 7 1 １回生（106 名） 46 40 15 5 

１回生（％） 36.2% 55.3% 7.4% 1.1% １回生（％） 43.4 37.7 14.2 4.7 

２回生（88 名） 13 60 11 4 ２回生（86 名） 22 41 21 2 

２回生（％） 14.8% 68.2% 12.5% 4.5% ２回生（％） 25.6 47.7 24.4 2.3 

３回生（101 名） 21 47 24 9 ３回生（107 名） 19 52 26 10 

３回生（％） 20.8% 46.5% 23.8% 8.9% ３回生（％） 17.8 48.6 24.3 9.3 

４回生（107 名） 28 49 23 7 ４回生（102 名） 19 53 22 8 

４回生（％） 26.2% 45.8% 21.5% 6.5% ４回生（％） 18.6 52.0 21.6 7.8 

 
 施設や設備については多くの項目で肯定的な回答が７割を越えている。特に自習環境やピアノの練習環境に

ついては 3・4 回生の評価が大変向上しており、施設・設備に関しては 3 号館の完成により肯定的な回答が増

えたといえる。入学時から 3 号館が完成していた 1回生の評価も高く、かつての本学の課題の一つであった施

設設備の充実が進んだことがよくわかる結果となっている。その中で「学生食堂の施設・内容」への満足度が

6 割を割り込んでおり、評価の低下が見られる。特に施設に関して、他のほとんどの面で評価を向上させてい

る 4回生においても 1年で大きく下がっているのは、3 号館の完成によりかえって旧施設への不満を感じさせ

る結果となっていることが原因とも考えられる。ただ、施設設備の改善は難しいものの、自由記述から判断す

ると「メニュー」や「販売品目」「給湯」などで工夫できる面もあるようだ。 

 他にも、自由記述では、「ウォータークーラー、電子レンジの増加」「wi- fi の要望」「運動場所・ジム・用具

の要望」「旧校舎のトイレの改善」「ピアノレッスン室の使用時間や手続き」「パソコンの要望」「空調」などに

ついて様々な具体的要望が挙げられており、施設設備の充実化とその運用面でまだまだ改善の余地があること

が分かった。学生の直接の声を聴くことで、対応の必要があることが明らかになり、担当部署が対策を検討し

ている。前年度も学生の要望に対応して、たとえば自習室にパーティションを設置し、個人での学習に適した

環境に改善するなどしている。さらに、自習に使えるパソコン環境についても演習室の開放時間を従来よりも

拡大するなど、様々な対応を進めた。本学は小規模大学なので、その良さもあるものの、スペース等の関係で

すぐに対応できない施設・設備の導入もあるが、対応出来る部分から改善に努めている状況である。 

 

４．本学の好きなところ、満足なところ 
 ここでは自由記述で、「本学の好きなところ、満足なところ」について聞いている。119 名の学生がコメン

トしてくれている。 

記述内容で多いものは、「教員との関係、話しやすさ、距離の近さ」が 35 件、「少人数制の良さ」について

17 件、「友人・先輩後輩との良好な人間関係」について 17 件、「学生生活に関わる環境の整備」について 20

件、「清掃状況」について 12 件、「教員の熱心さ、授業の工夫」について 7 件などである。本学が「小規模」

な大学ゆえの「少人数制」をうまく活かした人的・物的環境を作り、学生生活の充実を図っていることが評価
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されていることがわかる。最後に、一人の学生の声を引用しておきたい。 

「先生はみんな優しくて手厚くて、基本、嫌いな先生はいないです。４年間通うとゼミ以外の先生でも名前

を覚えてくれたり、いきなり研究室へ遊びに行ってもたくさん話を聞いてくれたり、たくさん良くしてもらい

ました。賛否はもちろんあると思いますが、こんなアットホームな大学は他にはないと思います。就職して、

社会人になってからも私にとって「帰ってきたい場所」になりました。まだまだ通いたいなぁという気持ちで

いっぱいです。が、時間は限られているし、この限られた時間を本当にかけがえのない時間にしてくれたこの

大学に感謝し、誇りを持って社会へ出て、保育士として頑張りたいと思っています。」 

 

  



- 64 - 
 

 



 - 65 - 

 

 

 

 

Ⅴ ＦＤ・ＳＤ活動 
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平成 29年度のＦＤ活動として、春期に授業へのアクティブラーニングの積極的導入に関する「研修会」、秋

期に公開授業とそのふりかえりによる「授業研究」を行った。ＳＤ活動として、夏季休業中の 1 日をＳＤ研修

にあて、3 つの講演を実施した。詳細については下記の３．ＳＤ研修で述べる。 

 

1．アクティブラーニング研修会 

 ６月 21 日に、本学で積極的にアクティブラーニングを授業に取り入れている教員が講師となって、研修会

を実施した。アクティブラーニングの研修を実際に多様なアクティブラーニングを取り入れる形で行い、興味

関心と意欲を掘り起こし「深い学び」が進むことを参加教員に実感してもらうことを目標に設定された。 

内容としては、「学習の定着率」「アクティブラーニングの有効性」「アクティブラーニングの視点」「ワーク

の実施に必要なこと」「本学における授業例」などについて整理された。 

研修の展開は、参加教員が二人組を作り、ウォーミングアップ（導入）として「出された課題を話し合って

解決する」ワークをした。その上で、それぞれが「学生のやる気を引き出すために授業で工夫し心がけている

こと」について語り合った。 

研修の中心となった「ワークの実施に必要なこと」の項目では、「雰囲気づくりの大切さとその実際」「内容

の十分な説明と理解の必要性とその実際」「取り組みの理由、意義の確認」「学生同士のふりかえり（学びの確

認）」「教員からのまとめ（内容の整理）」について、それぞれに簡単なワークを体験しながら学んだ。 

「本学における授業例」においては、アサーションの考え方を使ったシナリオ作りと発表の授業の紹介があ

った。特に「発表」については、昨年度の FD 研修「公開授業による授業研究」で報告された「学生がグルー

プごとにまず自分たちの発表する答えの『科学的な正しさ』と『楽しさ』がどれくらいの度合いとなっている

かを自己評価してから発表する工夫」を再確認しながら、説明があった。 

まとめとして、「学生が受けたいと思う授業、受けたくないと思う授業」について具体的な本学学生のアン

ケートに基づいて説明と提案があった。 

研修後には、「ワークをすることで研修時間が短く感じられた。」「内容の印象が強まることを実感できた。」

等の声があった。 

 なお、このアクティブラーニングの研修内容を短時間にまとめたものを本学の兼任講師の研修として、毎年

４月に実施している。 

 

２．公開授業による授業研究 
公開授業は、11月 13 日～24 日の間に全ての教員が通常授業を 2 回以上公開する形で実施した。各教員の公

開予定授業の内容と日程の一覧表を配布し、それぞれの教員が自分の空き時間に合わせて自由に見学する形で

行った。その期間には、公開された授業に対して延べ 37 名の授業見学が実施された。各自の見学した授業に

ついては、その感想をまとめて提出してもらった。 

感想の一部を抜粋しておく。 

・（前略）配布レジュメに従って進行しつつ、途中で、乳児の動きや喃語の動画（ごく短時間のもの）を学

生らに見せたり、２人ペアや数人グループでの意見交換を挟んだりするなど、学生が意欲的に参加するた

めの工夫がされていた。（後略） 

・「映像を見る」「各自の感じたことをプリントにまとめる」「隣と共有する（話し合う）」「全体に発表する」

「教員のまとめ」「板書」、学びの流れが明確であった。（後略） 

1 月 24 日には、まとめられた感想集を資料として、授業見学についてふりかえりのための話し合いの会を
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開いた。まず、全員から「公開した授業の内容とねらい」「見学した授業の感想」が語られ、その後に質疑応

答も行われた。座席を指定することについて、私語の指導等の授業規律の問題、雰囲気づくり等について話し

合われた。 

 
                    

３．ＳＤ研修 
 事務局ＳＤ研修を９月５日（火）に３講座実施した。初任受講対象者３人を含む 68 人が受講した。 

午前の第１講義では「職場環境の改善に向けて」をテーマに大学事務長が講演をした。 

午後の第２講義では、就職状況について「現状・取り組み・課題 10」をテーマに就職課課長が基調提案を

行った後、グループ討議を行った。 

また、第３講義では、「入学定員確保における課題 100」をテーマに入試・広報室長が基調提案を行った後、

グループ討議を行った。 

参加者からは、学生の入口（入学）と出口（就職）について、実際に担当する部署の現状や課題が理解出来

た、との意見が多く寄せられた。 
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お わ り に 

 
 平成 29 年度には、前年度の新学舎「3 号館」の完成と大学のポータルサイト「トキガクポータル」の導入

に続き、中学校英語教員免許を取得できる新たな教育課程が整備されました。今後も引き続き、本学が求めら

れているものを直視しながら、充実した研究活動と深く実践的な学びを提供できる教育活動を実現するために、

大学として進化し続けることを目指します。そのために、この自己点検・評価の取り組みが大きな力となるも

のと考えます。 

 
 終わりになりましたが、本誌発刊に際し、各部署の責任者の方々、研究部の皆さんのご尽力に対し感謝を申

し上げます。 

                         研究部長  佐谷 力 

 

 

 
＜編集委員（敬称略）＞ 

田端矢一郎 美濃 守隆 吉田 健  

丸井 理恵 加藤 達雄 大森 彰 
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田添 幹康 東尾 徹 松原 以知子 
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